のろい やから 

この 呪詛 のために、 浮べる 輩 はぶく りと 沈んで、 

あ」 こリ ノらぁ 

四辺 は 白 泡と な つたと 聞く。 

ろく まくえん 

また 十七ば かり 少年の、 肋 膜 炎 を 病んだ 挙句が、 保 

おそろし からだ 

養に とて 来て いたが、 可 恐く 身体 を 気にして、 自分で 

病理学まで 研究して、 o， 〔# 「」 は 天地 左右 中央 U など 

ちょうせき はか 

と 調合す る、 朝夕 検温 気で 度 を 料る、 三度の 食事 も 

度量衡で 食べる のが、 秋の 暮方、 誰も 居ない 浪打際 を、 

やせず ね たかはし より はだし あ る 

生白い 痩 脛の 高 端折、 跣 足で ちょび ちょ び 横 歩行き で 、 

日課の ごとき 運動 をしながら、 つくづく 不平ら しく、 

海に 向って、 高慢な 舌 打して、 

「ああ、 退屈 だ ご 



と 眩く と、 頭上の 崖の 胴中から、 異声を 放って、 

「親孝行で もしろ —— 」 と 喚いた。 

ために、 その 少年 は 太く 煩い 附 いたと 云う。 

そんな こんなで、 そこが 魔 所 だの 風説 は、 近頃 一層 

おおく ずれ のぼ 

甚 しくな つて、 知らずに 大 崩壊へ 上る の を、 土地の 者 

が 見 着ける と、 百姓 は 鍬 を 杖 支き、 船頭 は 舳 に 立 つ て、 

下りろ、 危ぃ、 と 声 を 懸ける。 

やげん うつむ 

実際 魔 所でな くと も、 大 崩壊の 絶頂 は 薬研 を 俯向け 

ま. 1 こ ち f J- ru-- 

に 伏せた ようで、 跨ぐ と 鎧の 無い ばかり。 馬の 背に 

いわお くびす つまさき なかく ぽ 

立つ 巌、 狭く 鋭く、 踵から、 爪先から、 ず かり 中 窪 

が け ふもと ゅリ おと 

に 削った 断崖の、 見下ろす 麓の 白浪に、 揺 落さる る 



おも、. 

思 が ある。 

なぎさ しずか ひら 

さて 一方 は 長者 園の 渚へ は、 浦の 波が、 静に展 い 

せわ のどか とリ は 

て、 忙しく しかも 長閑に、 鶏の 羽た たく 音が する のに、 

きった いわ おおなみ ほ 

ただ 切 立ての 巌 一枚、 一方 は 太平洋の 大濤 が、 牛の 吼 

ゆる や す さま 

ゆるが ごとき 声して、 緩 かにし かも 凄じく、 うう、 

おお、 と 呻って、 三 崎 街道の 外 浜に 大 畝り を 打つ ので 

ある。 

かきつ ばた 

右から 左へ、 わずかに 瞳 を 動かす さえ、 杜若 咲く 八 

ッ 橋と、 月の 武蔵野 ほどに 趣が 激変して、 浦に は 白帆 

かもめ くろけむり はし 

の鷗が 舞い、 沖 を 黒煙 の 竜が 奔る。 

めくるめ ふ あしもと 

これ だけで も 眩 くば かりなる に、 蹈む足 許 は、 岩 



つる * き とりすが 

の その 剣の 刃 を 渡る よう。 取鎚る 松の 枝の、 海 を 分 

けて、 種々 の 波の 調べの 懸 るの も、 人が 鎚れば 根が 揺 

よじのぼ あえ や つめと 

れて、 攀 上った 喘ぎ も 留まぬ に、 汗 を 冷う する 風が 絶 

えぬ。 

きず つ 

されば とて、 これが ために その 景勝 を 傷け て はな 

らぬ。 大 崩壊の 巌 の膚 は、 春 は 紫に、 夏 は 緑、 秋 紅 

つた まと ひるが お 

に、 冬 は 黄に、 藤 を 編み、 蔦 を 絡い、 鼓 子 花 も 咲き、 

りんどう なび さ こんじょう 

竜胆 も 咲き、 尾花が 靡けば 月 も 射す。 いで、 紺青の 波 

を蹈ん で、 水 天の 間に 糸の ごと き大 島山に 飛ばん ず 姿。 

のみ しし おもかげ 

巨匠が 鑿 を 施した、 青銅の 獅子の 俤 あり。 その美し 

たた ぼたん か かざり 

き 花の 衣 は、 彼が 威 霊 を 称えた る 牡丹 花の 飾に 似て、 



根に 寄る 潮の 玉 を 砕く は、 日に 黄金、 月に 白銀、 ある 

いは 怒り、 あるいは 殺す、 鋭き 大 自在の 爪 かと 見 ゆる。 

二 

みちす がら 

修業 中の 小次郎 法師が、 諸国 一 見の 途次 、 相 州 三 崎 

あきや 

まわり をして、 秋 谷の 海岸 を 通った 時の 事で ある。 

くだん おおく ずれ 

件 の大 崩壊の 海に 突出で た、 獅子 王の 腹 を、 太平洋 

ゆくて -f こ 

の 方から 一 町ば かり 前途に 見渡す、 街道 端の —— 直ぐ 

崖の 下へ 白浪が 打 寄せる —— 江の 島と 富 土と を、 簾 

よしずば り 

に 透かして 描いた ような、 ちょっとした 葭簀 張の 茶店 



なまけ 

怠惰 ものと 見た ばかり。 小次郎 法師 は、 別に 心に も留 

き つ 

めなかった が、 不意の 笑声に 一驚 を 吃して、 和 郎の顔 

と、 折 敷の 団子 を 見較べた。 

r 串戯 ではない、 お婆さん、 お前 は 見 懸けに 寄らぬ 

ひょうきん 

剽軽 ものだね ご 

「何で) ，- ざり ますえ。 」 

「いいえ さ、 この 団子 は、 こり や 泥か埴 土で 製え たの 

じ やない のかい ご 

「滅相な こと をお つし やり まし ご 

と 年寄 は 真顔に なり、 見上げ 皺 を 沢山 寄せて、 

わし ほうねん さま 

「何 を 貴方、 勿体 もない。 私 も はい 法 然様 拝みます も 



「一 ッ 分けて やりましょう かね。 団子が 欲しい のか も 

おそろ 

知れん、 それ だと 思いが 可 恐し い。 ほんとうに 石に で 

もなる と 大変 ご 

くいけ きちがい 

「食 気の 狂人で は ござりません に、 御 無用に なさり ま 

し。 

石 じ や、 と 申し ましたの は、 これで も いくらか、 不 

断の 事 を、 覚えて いると 見えまして、 私が いつでもお 

客 様に 差 上げます の を 知って おりまして、 今の ように 

云うた ので ござり ましよ。 

ねまつ-一つ 

また 埴 土の 団子 じ や、 とおつ しゃって はなり ません _ 

このお 前 様。」 



と、 法師の 脱いで 立て かけた、 檜 笠 を 両手に 据えて、 

よしず 

荷物の 上へ 直す ついでに、 目で 教えた る 葭簀の 外。 

あらづくり ひつく さま いわ 

さつく と 削った 荒 造 の 仁王 尊が、 引 組む 状の 巌 続き、 

海 を 踏んで 突立つ 間に、 倒に 生え かかった 竹 藪 を 

ひとむら いわお びょうぶ あお おもかげ だ 

一叢 隔てて、 同じ 巌の 六枚屛 風、 月に は 蒼き 俤 立と 

う ちら ほらと 松 も 見えて、 いろいろの 浪を緘 した、 

よろい しぶき かざ 

鎧の 袖 を※ 〔# 「さんず ぃ+ 散」、 125-12〕 に 翳す。 

「あれ を 貴下、 お通りが かりに、 御覧 じ はなさり ませ 

ソゝ o - 

んカ 」 

うしろむ かが うば 

と 背 向きに なって 小 腰 を 屈め、 姥は 七輪の 炭 をが さ 

がさと 火箸で 直す と、 薬缶の 尻が 合点で、 ちゃんと 据 



なリ ますと、 一 人で は 持 切れ ませぬ ような のまで、 こつ 

とり 円い、 ちっと、 平扁 味の あります 石が、 どこから 

となく ころころと 産れ ますで ございます。 

その 平扁 味な 処が、 恰好よ く 乗ります から、 二つ か 

さねて、 お 持 仏な リ、 神棚へ なリ、 お祭りに なります 

と、 子の 無い 方が、 いや、 もう、 年子に お出来な さり 

ますと、 申します ので。 

随分お 望みな さる 方が 多う. 一 /ざい ま すが 、 当節 で は 、 

むしろ ど おさ 

人が せせ こまし くな りました。 お前 様、 蓆 戸の 圧え に 

も 持って 参れば、 二人が かりで、 沢庵 石に 荷って 帰リ 

ますの さえ ござり ますに 因って、 今が今と 申して、 早 



急に は 見当り ませぬ。 

随分と 御 遠方、 わざわざ 拾いに ござらして、 力 を 落 

す 方が ござり ますので、 こうやって 近間に 店 を 出して 

しおどき 

おります から、 朝 晚汐時 を 見て は 拾って おきまして、 

ば ば ご あいきょう 

お客様に は、 お土産 かたがた、 毎度 婆々 が 御 愛嬌に 進 

ぜる もので ござり ますから、 つい 人様が 御存じで、 葉 

山 あたりから 遊び に ござります、 書生 さん なぞ は、 

(婆さん、 子 は 要らん が、 女親 を 一 つ 寄越せ。) 

なんて、 おからかいな されます る。 

きちが い 

それ を 見い 見い 知っていて、 この 嘉吉の 狂人が、 い 

わし めしあが 

かな 事、 私が あげました もの を 召 食ろうと する の を 見 



ただいま きちがい ぶった お 

唯今の 狂人が、 酒に 酔って 打倒れ ており ましたの は… 

—つ ソ ら 

…はい、 あれ は 嘉吉と 申しまして、 私 等 秋 谷 在の、 い 

けずな 野郎で ござり ましての。 

その 飲んだくれます 事、 怠ける 工合、 まともな 人間 

ほん さた 

か ら 見 ますれば 、 真に 正気の 沙汰で は ござ リ ませなん 

だが、 それでも どうやら 人並に、 正月 はめで たがり、 

やつ 

盆 は 忙しが りまして、 別に 気が 触れた 奴で は ござり ま 

おまつ リ やまい 

せん。 いつでも 村の 御祭 礼の ように、 遊ぶ が 病気で ご 

ざり ましたが、 この 春 頃に、 何と 発心 をし ました か、 

自分が 望みで、 三 浦 三 崎の さる 酒 問屋へ、 奉公 をした 

で 一 ，- ざり ます。 



どれ もどれ も、 碌でなしが、 得手に 帆 じ や。 船 は 走 

す バ なぎ くた ぷ 

る、 口 は、 にる、 ffl はよ し、 大 話し をし 草臥れ、 嘉吉め 

ま ふんぞりかえ たか いびき 

は 胴の 間の 横木 を 枕に、 踏 反 返 つ て、 ぐうぐう 高鼾 に 

な つ たげ に) J ざり ます。 

路に灘 は ござり ませぬ が、 樽の 香が 芬々 して、 艄も 

浮きそう な ffl の 好 さ。 せめて 船に でも 酔いたい、 と 一 

じょうだん か 

人が 串戯 に 言い出し ますと、 何と 一 樽 賭けまい か、 飲 

むこと は銘々 が 勝手次第、 勝負の 上から 代 銭 を 払えば 

ゆい、 面白い、 遣る ベ いじ や。 

きせる てあい 

煙管の 吸口で でも 結構に 樽へ 穴を開ける 徒が、 大 

あき 

びら に 呑口 切って、 お前 様、 お 船頭、 弁当箱の 空 はな 



なり きりだめ 

しか、 といび つ 形の 切 溜 を、 大海で ざぶ りと ゆすいで、 

その 皮づ つみに、 せせ り 残しの、 醬油 かす を 指の さき 

な あお 

で 嘗めながら、 まわしのみの 煽つ きり。 

ひも 

天下晴れて、 財布の 紐 を 外す やら、 胴卷を 解く やら 

なぐさみ 

して、 賭博 を はじめ ますと、 お 船頭が 黙って はおり ま 

せぬ ご 

「叱 言 を 云って 留めました か。 さすが は 船頭、 字で 書 

いても 船の 頭 だね ご 

と 真顔で 法師の 言う の を 聞いて、 姥は、 いかさまな、 

としわか あわれ 

その 年少で、 出家で もしそう な 人、 とさ も 燐んだ 趣で、 

「まあ、 お 人の^い。 なるほど 船頭 を 字に 書けば、 船 



松の 風に 揺り 起され、 肌寒うな つて 目を覚まし ますと、 

て いたらく 

そのお 前 様 …… 体裁。 

山へ 上った というで はなし、 たかだか 船の 中の 車座、 

さんば そ * つ 

そんな 事 は 平気な 野郎 も、 酒樽の 三番 叟、 とうとうた 

らリ たらり に は 肝 を 潰して、 (やい、 此ば 等、) と はず 

ひっかた ふみ わめ 

みに 引 傾がり ます 船底へ、 仁王 立に 踏 ごた えて、 喚い 

たそうに) J ざり ます。 

騒ぐな。 

騒ぐまい て や、 やい、 嘉吉、 こう 見た 処で、 二 歩と 

一 両、 貴様に 貸の ない 顔 はない けれど、 主人の もの じ や。 

ひきおい いんごう 

引 負 を させて まで、 勘定 を 合わしよう なんど 因業な 事 



は 言わぬ。 場 銭 を 集めて 一 樽 買ったら 言 分 あるまい。 

しさい 

代物 さえ 持って 帰れば、 どこへ 売っても 仔細 はない。 

なるほど 言われれば その 通り、 言訳 の 出来ぬ こと は 

ござり ませぬ わ、 のう。 

銭 さえ 払えば ゆいと して、 船頭 やい、 船 はどうす る、 

にぎ こぶし むかう はちまき 

と 嘉吉が 云います と、 ばら 銭を摑 つた 拳 を 向 顱卷の 

上さ 突出して、 半 だ 半 だ、 何、 船 だ。 船 だ 船 だ、 と 夢 

中で おります。 

嘉吉 が、 そこで、 はい、 櫓 を 握って、 ぎつ ちら こ。 

ぷ こぎだ 

幽霊船の 歩に 取られた ような 顔つきで、 漕 出し たげ で 

ござり ますが、 酒の 匂." に 我慢が 出来ず …… 



ごはん じょうだんな のど 

御 繁昌の 旦那から、 一 杯お みき を 遣わされ、 と 咽喉 

を ごくごく さして、 口 を 開ける で、 さあ、 飲まつ せえ 

と 注ぎに かかる、 と 幾 干 か 差 引く か、 と 念 を 推し たげ 

で、 のう、 ここら は 確で ござりました。 

幡随 院長 兵衛じ や、 酒 を 振舞うて 銭 を 取る か。 し 

みつたれ たこと を 云うな、 と 勝った 奴が いきります。 

お 手渡で 下される 儀 は、 皆の 衆 も 御 面倒、 これへ、 

びし やく 

と 云うて、 あか 柄杓 を 突出いて、 どうどうと 受け まし 

た。 あの 大 面が、 お前 様、 片手で 櫓 を、 はい、 押しな 

ばび しゃく 

がら、 その 馬 柄杓の ような もので、 片手で、 ぐいぐい 

と S つたげ な。 



の 押 立って、 威勢の ゆいの が、 弁慶蟹の、 濡色 あかき 

鋏に 似た のに、 また その 左の 腕 片々、 へし 曲って 脇腹 

へ、 ぱッと 開け、 ぐいと 握る、 指と 掌 は 動く けれど 

も、 肱 は 附着いて ちっとも 伸びず。 銅 で錶 たような。 

…… その 仔細 を尋 ぬれば、 心 がらと は 言いながら、 去 

る 年、 一 膳 飯屋で ぐ でんに なリ、 冥途の 宵 を 照らし ま 

すじ や、 と碌 でもない 秀句 を 吐いて、：^ 桁の 中に 横木 瓜、 

田舎の 暗夜 に は 通り ものの 提灯 を 借りた ので、 

かき がらみ ち 

蠣殻道 を 照らしながら、 安政の 地震に 出来た、 古い 処 

を、 鼻唄で、 地が 崩れそう な ひょろひょろ 歩行き。 好 

い 心 持に 眠気が さすと、 邪魔な 灯 を 肱に かけて、 腕 を 



見る と、 お前 様、 嘉吉 めが、 今 申した その 体で ござ 

り ましよ。 

おんな うじこ なかま わし 

同じ 産 神様 氏子 夥間じ や。 承知 なれ ど、 私 はこれ、 

手が この 通り、 思うよう に 荷が 着けられぬ。 御身た ち 

あんばいよう 直さつ しゃい、 荷の 上へ 載せべ い、 と 爺.. 

どのが 云います との。 

何お 爺い、 そのまま 上へ 積まつ しゃい、 と 早 や 二人 

あたま 

して、 嘉吉 めが 天窓と 足 を、 引立てる では ござり ませ 

ぬか。 

爺 どのが、 待 たっしゃい、 鶴 谷 様のお 使いで、 綿 を 

大 いこと 買うて 来たが、 醬油樽 や 石油 缶の 下 積に なつ 



て は 悪かん ベい と、 上荷に 積んで ある もんだ。 喜十郎 

旦那が 許で、 ふつく リと 入れさつ しゃる 綿の 初穂へ、 

その 酒 浸しの 怪物 さ、 押 ころばして は 相 成ん ねえ、 

b 、わ.？ わ こ- パし 

柔々 積 方 も 直さつ しゃい、 と 利かぬ 手の 拳 を 握って、 

ひと リ きみ 

一 力 味 力み ましけ。 

きみじか てあい 

七面倒な、 こうす ベい、 と 荒稼ぎの 気短 徒 じ や。 お 

前 様、 上 かがりの 緦の先 を、 嘉吉が 胴中へ 結へ 附 けて、 

車の 輪に 障らぬ までに、 横 づけに 縛りました。 

賃銭の 外 じ や、 落しても 大事ない。 さらば 急いで 帰 

らっしゃれ。 しゃん しゃんと 手を拍 いて、 賭博に 勝つ 

たもの も、 負けた もの も、 飲んだ 酒と 差 引いて、 誰も 



くるしみ 

た つての 苦悩。 

のぼ さ わし 

酒が 上って、 醒めずに いたり や 本望 だんべ い、 俺ら 

手が 利かね えだに、 もうち つと だ 辛抱せ ろ、 とぐらぐ 

らと 揺り 出します と、 死ぬ る、 死ぬ る、 助け船 引 〔# 

「引」 は 小 書き U と 火 を 吹きそう に 喚いた、 とのう。 

この 中で は ござ リま せぬ、」 

よしず 

と姥は 葭簀の 外 を 見て、 

ひさし 

「廂 の 蔭 じ やつ たげ に ござります。 浪が 届き ませぬ 

うるし まけ 

ばかり。 低い 三日月 様 を、 漆 見た ような 高い 鬍 から 

まっしろ うちわ 

はずさつ せえ まして、 真白な の を 顔に 当てて、 団扇が 

きもの すそ あお 

衣服 を 掛け たげ な、 影の 涼しい、 姿の 長い、 裾の 薄 蒼 



い、 悚 然とす る ほど 美しら しいお 人が 一方。 

すらすら 道端へ 出さ つせ ての、 

( ) 

爺 どの を 呼 留めて、 これ は 罪人 か —— と 問わし つけ 

えよ。 

くいもの しろもの 

食物 も 代物 も、 新しい 買物 じ や。 縁起で もない 事の。 

罪人 を 上積みに して どうしべ い、 これこれで ござる。 

と 云う と、 可哀相に 苦しかろう、 と 団扇 を 取って、 薄 

い 羽の ように、 一文字に、 横に 口へ 啣ぇ さしった。 

その 時 は、 爺 どのの 方へ 背 を 向けて、 顔 をこう 斜っ 

かいに、」 



と 法師から 打 背く、 と 俤 の その 薄 月の、 婦人の 風 

情 を 思 遣れば か、 葦簀 を はずれた 日の かげりに、 姥の 

うなじ 

頸が 白かった。 

荷物の 方へ、 するすると 膝 を 寄せて、 

「そ， J で？」 

てのひら 

「はい、 両手 を 下げて、 白い その 両方の 掌 を 合わせ 

やぼね 

て、 がっくり となった 嘉吉の 首 を、 四 五本 目の 輻の 

あたり ささ かか 

辺で、 上へ 支げ て 持 たっせえ た。 おもみが 掛っ たか、 

まつ そ 

姿 を 絞って、 肩が 細りし ましたげ なよ。」 



「介抱しょう、 お下ろしな、 と 言わつ しゃる。 

その 位な 荒療治で、 寝汗 一 つ 取れる 奴 か。 打棄 つて 

はちまき ふ 

おかつ せえ。 面倒臭い、 と顱 巻し めた 頭を掉 つて 云う 

ゆ 

たれば、 どこまで 行く、 と 聞かしつ けえ。 

ひま じじ い 

途中 さまざまの 隙 ざえ で、 爺 どの もむ かっぱら じ や、 

わしら うぶすな 

秋 谷 鎮座の 明 神様、 俺等が 産 神へ 届け物 だ、 とず ッき 

リ 饒舌る と、 

(受取りましょう、 ここで 可い から。) 

(お前 様 は？) 

こしもと 

(ああ、 明 神 康の诗 女よ。) と 言わつ しゃった。 



か 力 

月に 浪が懸 ります ように、 さらさらと、 風が 吹き ま 

よしず じ ま 

すと、 揺れながら この 葦簀の 蔭が、 格子縞の ように 御 

袖へ 映って、 雪の 膚 まで 透 通って、 四辺に は 影 もない。 

しらさぎ 

中空 を 見 ますれば、 白鷺の 飛ぶ ような 雲が 見えて、 ざつ 

と 一 浪 打ちました。 

ぞ つ すなお 

爺 どの は悚 然として、 はい、 はい、 と 柔順に なって、 

緦を 解く と、 ずり こけての、 嘉吉の あの 図体が、 どた 

あなた もた 

りと 荷車から。 貴女 は 擡げた 手 を 下へ、 地の 上へ 着け 

るよう に、 嘉吉の 頭 を 下ろさつ せえ た。 

,0> まね i 

足 をば たばた の、 手に よいよ い、 輻も蹴 はずしそう 

も 力 

に悶 きます わの。 



(ああ、 お前 はもう ゆいから。) 邪魔 ものの ようにお つ 

しゃった で、 爺 どの は 心外 じ や …… 

おやじ 

何の、 心外 がらず ともの、 いけず な 親 仁で ござり ま 

^9 力 厂) H. ま 矛 まし 

「いや、 いや、 私が 聞いた だけで も、 何 か、 こうわ ざ 

じゃけん あいて よい どれ いたわ 

と 邪慳に 取扱った ようで、 対 手が その 酔漢 を 労る と 

ねざめ 

いう だけに、 黙って はおられません。 何だか 寝 覚が悪 

いよう だね ご 

じょうだん うじがみ さま ちかづき 

「ええ、 串戯 にも、 氏神 様の 知己 じ やと 言わつ しゃり 

ましたけ に、 嘉吉を 荷車に 縛り ましたの は、 明 神様の 

おなじ まごこ ままこ あなた 

同一 孫 児 を、 継子 扱いに しました ようで、 貴女へ も 聞 



えが 悪う ござり ますので。 

うわづみ 

綿の 上 積 〔# ルビの 「うわづみ」 は 底本で は 「うわずみ 匕 

やっこ じい 

一件から 荷に 奴 を 縛った は、 爺 どのが 自分した こと 

ではない 事 を、 言訳が ましく 饒舌り ますと、 (可い から、 

お前 は あっちへ、) と、 こうじ やとの。 

(可 か あねえ だ。 もの、 理合を 言わね え 事に や、 ハイ 

ちかづき 

気が済み ましね え。 お前 様 も 明 神様お 知己なら 聞かつ 

おいぼれ てん じじい よい どれ やっかい 

しゃい。 老耆の 手ぼう 爺に、 若い ものの 酔漢の 介抱 

が 何、 出来べ い。 神様 も 分らね え、 こんな、 くだ ま 野 

おぼしめし 

郎を労 つ て やら つし やる 御 慈悲い 深い 思 召 で、 何で 

わしら こども 

これ、 私 等 婆 様の 中に、 小児 一 人 授けち やくれ さっし や 



らぬ。 それ も 可い、 無い 子 だね なら 断念め ベい が、 

ちょうちん やけど 

提灯で 火傷 をす るの を、 何で、 黙って 見て ござった。 

わし てん ゆわ 

私が 手ぼう でせ えなく ば、 おなじ 車に 結える ちゅうて、 

さかしま 

こう、 けん どんに、 倒 にや 縛らね えだ。 初対面のお 

前 様 見さつ しゃる 目に、 えら 俺が 非道な ようで、 寝覚 

はちまき ふりた 

が 悪い、) と 顧 卷を掉 立てます と、 のう。 

(早く、 お帰り、) と、 継 穂がない わの。 

(いんに や、 理を 言わね え じ や、) とま だ 早 や 一 概に捏 

ねようと しましたら 

(おいでよ、) と、 お前 様ね。 

うちわ うしろ 

団扇で 顔 を 隠さし つたなり。 背後へ 雪の ような 手 を 



で、 ひとりでに 駆 出し ましたげ な。 

もっとも 見さつ しゃります 通リ、 道 は なぞえ に、 向 

へ 低く はなり ますが、 下り坂と 云う 程で はなし、 その 

はや すべ 

疾 いこと。 一な だれに ヒ つたよう で、 やっと 石段の 下 

で、 うむ、 とこた えて 踏 留ま リ ますと、 はずみの つい 

た 車め は、 がたがたと 石ころの 上 を 空 廻りして、 躍つ 

たげ に、》 ，- ざり ます。 

見上げる 空の 森 は 暗し、 爺 どの は、 身震い をした と 

申します がの ご 



おやじ まと 

「利かぬ気の 親 仁 じ や、 お前 様、 月夜の 遠見に、 纏つ 

よしずば り おさ 

たもの の 形 は、 葦簀 張の 柱の 根 を 圧え て 置きます、 お 

うしろ いしころ わし 

前 様の 背後の、 その 石 碗 か、 私が 立 掛けて 置いて 帰リ 

しょ ラぎ 

ます、 この 床几の 影ば かり。 

大 崩壊まで 見通しに なって、 貴女の 姿 は、 蜘蛛 巣 ほ 

ども 見え ませぬ。 それ をの、 透かし 透かし、 山際に 

くッっ あしおと ひ つ かえ 

附着いて、 薄墨 引いた 草の 上 を、 跫音を 盗んで 引返し 

ましたげ な。 

嘉吉を どう 始末 さっし やる か、 それ を 見届けよう、 

じじい りょうけん 

と いう、 爺 ど の 了簡 で.、 - ざり ます。 



よ。 

つかまつ 

笑うて やらつ しゃり ませ。 いけ 年 を 仕って、 貴女 

が、 去ね、 とおつ しゃった を 止せば 可い ことで ござり 

ます 」 

ひそ 

法師 はかくと 聞いて 眉 を 顰め、 

「笑い事で はない。 何 かお 爺 様に 異状で も ありました 

かご 

「お 目 こぼしで， > J ざり ます、 」 

かおつき 

と姥は 謹んだ、 顔色して、 

「爺 どの はお 庇と 何事 も ござりませんで、 今日 も 鶴 谷 

様の 野良へ 手伝いに 参って おります ご 



貴女が 神に せよ、 また 人間に しました 処で、 嘉吉づ 

れがロ を 利かれます 御 方で は ござり ませぬ。 そうでな 

こうむ 

くと も、 そんな 御 恩 を 被った で ござります もの。 拝 

むに も、 後 姿での うて は 罰の 当ります 処、 悪党なら、 

お前 様、 発心の しど ころ を。 

根が 悪徒で は ござり ませぬ、 取締りの ない、 ただ ぼ 

ひとよ ざけ やっこ すすき あし 

うと、 一夜 酒が 沸いた ような 奴 殿 じ や。 薄 も、 蘆 も、 

おみなえし みさかい 

女郎花 も、 見境 は ござり ませぬ。 

髪が 長け り や 女 じ や、 と 合点して、 さかりの ついた 

犬 同然、 珠を 頂いた 御 恩 なぞ も、 新屋の 姉え に、 藪の 

ま..！ 一 もち リ ようけん 

前で、 牡丹餅 半分 分けても ろうた 了簡 じ やで、 のう、 



で 遁げて 来る。 

爺 どの は 爺 どので、 息 を 詰めた 汗の 処へ、 今の き や 

あ！ で 転倒して、 わつ、 と 云うて 山の 根から 飛 出す 処 

ずつき ぶっか 

へ、 胸 を 頭 突に 来る ように、 ドンと 嘉吉 が打附 つたの 

まんなか 

で、 両方へ 間を置いて、 この 街道の 真中へ、 何と、 お 

前 様、 見られた 図で は ござります か。 

一 一人と も 尻餅 じ や。 

お つ かな まぎ 

(ど、 どうした 野郎、) と 小腹 も 立つ、 爺 どのが 恐怖 紛 

れに、 がな らっしゃ ると、 早 や、 変で ござ リ ましたげ 

がん わし 

な、 きょ ろん、 とした 眼の 見据えて、 私が 爺の 宰 八の 

額 を じろ り。 



1 ま ま ま 1 

(ええ！) 

ばけもの 

(怪物！) と 云う かと 思う と、 ひょいと 立って、 また 

ばた ばた と 十 足ば かり、 駆 戻って、 うつむけに 突ん の 

めったげ に ござりまして、 のう。 

爺 どの は 二度 吃驚、 起ち かけた 膝が またがつ くりと 

じべた いき 

地面へ 崩れて、 ほっと 太い 呼吸 さついた。 かつと なつ 

て 浪の音 も 聞え ませぬ。 それでいて —— 寂然と して、 

海ば かり 動きます 耳に 響いて、 秋 谷へ 近路の その 山づ 

3 こま ヽ 

たい。 鈴虫が 音を立て ると、 露が 溢れます ような、 佳 

ものすご 

い 声で、 そして 物凄う、 



(ここ は どこの 細道 じ や、 

細道 じ や。 

天神さん の 細道 じ や、 

細道 じ や。 

少し 通して 下さん せ、 下さん せ。) 

と あわれに 寂しく、 貴女の 声で 聞え ました。 

その 声が 遠くなります、 山の 上 を、 薄 綿で 包みます 

ように、 雲が 白く かかり ますと、 音が 先へ、 颯ぁ —— 

とたより ない 雨が、 海の 方へ 降って 来て、 お 声 は 山の 

うら かけて、 遠くな つて 行き ますげ な。 

さ つ き う 

前 刻 見た 兎の毛の 雲 じ や、 一 雨 来ようと 思うた 癖に、 



こり や 心ない、 荷が 濡れよう、 と 爺 どの は 駆けて 戻つ 

ひきだ 

て、 が ッたリ 車を曳 出しながら、 村 はずれの 小店から 

まず 声をかけて、 嘉吉め を 見せに やります。 

何 か、 その 唄のお 声が、 のう、 十 年 五十 年 も 昔 聞い 

たように も あれば、 こう 云う 耳に も、 響く と 云います _ 

遠慮す ると 見えまして、 余り 委しい 事 は 申し ませぬ 

が、 嘉吉は それから、 あの 通り 気が 変にな りました。 

かいわい こども 

さあ、 界隈 は 評判で、 小児 どもが 誰 云う となく、 い 

つの 間 やら、 その 唄 を …… 」 

十二 



(ここ は どこの 細道 じ や、 

細道 じ や。 

やしき 

秋 谷 邸の 細道 じ や、 

細道 じ や。 

少し 通して 下さん せ、 

下さん せ。 

誰 方が 見えても 通しません、 

通しません。) 

「あの、 こう 唄う ので は ござりません か。 

当節 は、 もう 学校で、 か あか あ 鴉が 鳴く 事の、 池の 



鯉が 麩 を 食う 事の、 と 間違いの ない お前 様、 ちゃんと 

理の 詰んだ 歌 を 教えさつ しゃる に、 それ を 皆が 唄わい 

で、 今 申した —— 

(ここ は どこの 細道 じ や、 

秋 谷 邸の 細道 じ や。) 

こども 

と あわれな、 寂しい、 細い 声で、 口々 に、 小児 同士、 

顔 さえ 見れば 唄 い 連れ るで) y ざ ります が、 近頃 は 久し 

い 間、 打 絶えて 聞い た ， 」 とも ござり ませぬ —— こ の 唄 

を 爺 どのが その 晚聞 かしった、 という 話 以来、 —— 誰 

云う となく 流 行り ますので。 

それ も、 のう 元 唄 は、 



(天神 様の 細道 じ や、 

少し 通して 下さん せ、 

御用の ない 人 通しません、) 

確か、 こうで ござりましょう。 それ を、 

(秋 谷 邸の 細道 じ や、 

誰 方が 見えても 通しません、 

通しません。) 

とひ とりでに 唄います、 の。 まだ それば かりで は ご 

こども 

ざリ ません。 小児た ちが 日の 暮方、 そこら を 遊びます 

のに、 厭な 真似 を、 まあ、 どうで ござりましょう。 

ずいき 

てんでん が 芋※ 〔# 「くさかんむり \ 更」、 153-3U の 葉 



て、 日が 暮れる まで うろつきます わの。 

気になる の は 小石 を 合せて、 手ん 手に 四 ッ竹を 鳴ら 

すよう に、 カイ カイ 力 チカ チと 拍子 を 取って、 唄が 段々 

みんな うち ちりぎ わ 

身に 染みます に、 皆が 家へ 散 際に は、 一人が 力 チカ チ 

石 を 鳴らして、 

(今 打つ 鐘 は、) 

と 申します と、 

(四 ッの鐘 じ や、) 

と 一 人が 力 チカ チ、 五ッ、 六ッ、 九ッ、 八ッと 数え 

まして …… 

(今 打つ 鐘 は、 



七 ッの鐘 じ や。) 

と 云う の を 合図に、 

(そり や 魔が 魅す ぞ！) 

ど つ はや 

と 哄と囉 して、 消える ように、 残らず 居なくなる の 

で ござ リ ますが。 

何とも 厭な 心 持で、 うそ 寂しい、 ちょうど 盆のお 

しょう リ ようさ ま ある 

精 霊 様 が 絶えず そこら を 歩行 か つ しゃります ようで、 

気の 滅入ります ことと 云うて は、 穴 倉へ 引 入れられ そ 

うで) 」 ざり ます。 

活潑な 唱歌 を 唄え。 あれ は 何 だ、 と 学校で も 先生 様 

が 叱らし やります そうな が、 それで 留めます ほどなら 



ゆ とんぼう お 

ばの、 学校へ 行く 生徒に、 蜻蛉 釣る もの も 居り ませね 

ば、 木登り をす る 小僧 もない 害 一向に 留 みませぬ 

よ。 

こごと 

内 は 内で 親た ちが、 厳しく 叱 言 も 申します。 気の 強 

で こすけ ずいき 

いのは、 おのれ、 凸助 …… いや、 鼻び つし やり、 芋※ 

ぼ こきち 

〔# 「くさかんむり \ 更」、 154-12U の 葉の 凹吉 め、 細道で 

ひッ つか はリ なぐ こら 

引 捉まえて、 張撲 つて 懲 そう、 と 通り もの を 待 構えて、 

こう 透かして 見ます がの、 背の 高い のから 順よ く 並ん 

おなじ 

で、 同 一 ような 芋※ 〔# 「くさかん む リ\ 更」、 154-13U の 

かぶ き しまがら 

葉 を 被って いるけ に、 衣 ものの 縞柄 も 気のせい か、 

おうま ぼう 

逢 魔が 時に 茫 として、 庄屋 様の 白壁に 映して 見ても、 



どれが 孫 やら、 枠 やら、 小 女 童 やら 分り ませぬ。 

つきもの 

おなじように、 憑物が して、 魔に 使われて いるよう 

で、 手 もつ けられず、 親た ちがう ろうろ します の。 村 

方 一 同 寄る と 障る と、 立 膝に 腕 組す る やら、 平 胡 坐で 

ほおづえ け う 

頰 杖つ くやら、 変じ や、 希有 じ や、 何でもた だ 事で あ 

るまい、 と 薄 気味 を 悪が ります。 

ためいき 

中で も、 ほッと 溜息つ いて、 気に掛けさつ しゃった 

のが、 鶴 谷 喜 十 郎様ご 

な の うば あた リ 

と 丁寧に、 また 名告 つて、 姥は 四辺 を 見た ので ある _ 

十三 



さて 十 年の 馴染の ように、 擦 寄って 声を密 め、 

わらべ うた やしき 

「 童 唄 を 聞か つ しゃり まし —— (秋 谷 邸 の 細道 じ や、 

誰 方が 見えても 通しません) —— と、 の、 それ、」 

小次郎 法師の 頷く の を、 合点 させたり、 と 熟と 見て、 

うば うちうな ず 

姥 はやが て 打 頷き、 

「 …… で ござりましょう。 まず、 この 秋 谷で、 邸と 申 

しま すれば —— そり や 土蔵、 白壁 造、 瓦屋根 は、 御 

た い こうさ ま 

方 一軒で は ござり ませぬ が、 太閤 様 は秀吉 公、 黄 門 様 

は 水 戸 様での う、 邸 は 鶴 谷に 帰した もの。 

ところで、 一 軒 は 御 本宅、 こり や 村の 草 分で ござり 



ますが、 もう 一 軒 —— 喜十郎 様が 隠居 所に お建てな さ 

れた、 御 別荘が ござり ましての。 

お金 は 十分、 通い 廊下に 藤の 花 を 咲しょう と、 西洋 

おうむ じ 

窓に 鸚鵡 を 飼おうと、 見本 は 直き 近い 処に ござり まし 

おぼしめし かたぎ ごじん 

て、 思 召 通り じ やけれ ど、 昔気質の 堅い 御仁、 我等 式 

百姓に、 別荘 づくリ は 相応 わしから ぬ、 とつい この さ 

きの 立 E 在に、 昔からの 大 庄屋が 土台 ごと 売 物に 出し 

ました、 瓦ば かり も 小 千両、 大黒柱が 二 抱え。 平家な 

きらきら まかず 

が ら 天 井が 、 高い 処に 照々 して 間数 十ば かリ も) J ざ り 

うしぐ る ま うしろ おおき 

ますの を、 牛車に 積んで 来て、 背後に 大な森 を ひか 

くろぬり おおでら 

えて、 黒 塗の 門 も 立 木の 奥深う、 巨 寺の ようにお 建て 



「御 推量で ございます、 そ こじゃ、 お前 様。 見えて 半 

月と も 経ち ませぬ に、 豪い 騒動が 起った の は、 喜太郎 

様の 嫁御が また 臨月 じ や。 

おやじ あだな にがむし 

御 本家に 飼 殺しの 親爺 仁 右衛門、 渾名 も 苦虫、 むず 

かしい 顔 をして、 御 隠居 殿へ 出向いて、 まじり まじり、 

煙草 を 捻って 言う ことに は、 (ハイ、 これ、 昔から 言う 

いっとき さき 

こと だ。 二人 一斉に 産 をして は、 後 か、 前 か、 いずれ 

あいばらみ け が 

一 人、 相 孕 の 怪我が ござる で、 分別のう て はなり ませ 

ぬ、) との。 

よしあし 

喜十郎 様、 凶年に もない 腕 組 を さっせえ て、 (善悪 は 

ともかく、 内の 嫁が 可愛い につけ、 余所の 娘の 臨月 を、 



ゆ ひさし 

出て 行けと は 無慈悲で 言われぬ。 ただし 廂 を 貸した 

おもや 

ものに、 母屋 を 明 渡して 嫁 を 隠居 所へ 引取る 段 は、 先 

祖の 位牌へ 申 訳がない。 私 等が 本宅へ 立 帰って、 その 

嬢 様に はこの 隠居 所 を 貸す としょう) —— 御 夫婦、 黒 

門 を 出さし つたの が、 また 世に立 たっしゃる 前表 かの。 

鶴 谷 は 再度、 御 隠居の 代に なりました ご 

ふらち 

「息子さん は 不埒が 分って 勘当 かいご 

「聞かつ せえ まし、 喜 太 郎様は 亡くなり ましたよ。 

あとさき おとむらい 

前後へ 黒 門 から 葬礼が 五つ 出ました ご 

「五つ！」 

「ええ、 ええ、 お前 様。」 



「 1 一 1 一口 と き と 才？」 

でよう じょう 

「はじめが その 出 養生の 嬢 様 じ や。 これが 産後で おい 

としゅうな らしった。 大騒ぎの すぐ あと、 七日 目に 嫁 

御が お産 じ や。 

しおどき 

汐 時が 二つ はずれて、 朝 六つから 夜の 四つ 時まで、 

苦しみ 通しの 難産での う。 

村 中 は 火事場の 騒ぎ、 御 本宅 は 寂と して、 御 経の 声 

しわぶ き 

やら、 咳 やら ：••： 」 

十四 



あおがいえ なぎなた つか ばら 

嫁入 道具に 附 いて 来た、 藍 貝 柄の 長刀 を、 柄 払いし 

まんなか 

て、 仁 右衛門 親 仁が 担ぎました。 真中へ、 お 産婦の 釣 

シャッポ あお 

台 を。 その わきへ、 喜太郎 様が、 帽子 かぶりで、 蒼く 

うしろ ひ 

なって 附 添った、 背後へ 持 明 院の坊 様が 緋の衣 じ や。 

あとから 下男 下女 どもが ぞろぞろと 従き ました。 

とりあげば あ さき 

取揚婆 〔# 「婆」 は 底本で は 「姿 匕 さん は 前へ 早 や 駆 抜 

けて、 黒 門のお 部屋へ 産 所の 用意。 

途中、 何とも 希有な 通り もので ござりまして、 あの 

蛍が またむら むらと、 蠅が なぶる ように 御 病人の 寝姿 

に 集ります と、 おなじ 煩うても、 美しい 人の 心 かして、 

こども 

夢中で、 こう 小児の ように、 手で 取つ ちゃ 見さし つけ。 



上へ 手 を 上げさつ しゃる の も、 御 容体 を 聞く につけ、 

も" こ 

空 をつ かんで 悶えさ つ しゃる ようで、 目 も 当てられぬ。 

それでも 祟りに 負けるな と、 言うて、 一 生 懸命、 

仰向かし つた 枕 を こぼれて、 さまで 瘠せ も 見えぬ 白い 

頰へ かかる 髪の 先 を、 しっかり 白 歯で 嚙 ましった が、 

なじみ わし やぶ まち ごしんぞ さま 

お 馴染 じ や、 私が 藪の 下で 待つ けて、 御新造 様し つか 

りな さり まし、 と 釣 台に 鎚っ たれば、 アイと、 細い 声 

で 云うて 莞爾と 笑わし つた。 橋 を 渡って 向う へ 通る、 

やみ はん 

暗の 晩の、 榛の木の 下 あたり、 蛍の 数の 宙 へいかい こ 

とこなつ おもかげ だ あなた 

とちら ちらして、 常夏の 花の 俤 立つ のが、 貴方の 顔 

の あたり じ や、 と 目 を 瞑って、 おめでた を 祈りました 



に …… 」 

声 も 寂し ゆう、 

「お 寺の 鐘が 聞え ました ご 

なむ あみだぶ つ 

「南無阿弥陀仏、 」 

ういざん 

「お 可哀相に、 初産で、 その 晚、 のう。 

厭な 事で ござります。 黒 門へ 着かし つて、 産 所へ 据 

えよう、 とします との、 それ、 出 養生の 嬢 様の、 お産 

おんな じ はちまき 

の 床と 同 一 じ や。 (ああ、 青い 顱卷 をした 方が、 寝て で 

わき 

ござんす、 ちっと 傍へ) と …… まあ、 難産の 嫁御が そ 

う 言わし つ け。 

そいつ ぉッ つぶ しとね 

其奴に、 負けるな、 押 潰せ、 と 構わず 褥を 据え まし 



たが、 夜露 を 受けた が 悪かった か、 もうお 医者で も 間 

に 合わず。 

くやし う つ とリ く い 

(あなた も。 …… ロ惜 い、) と 恍惚して、 枕に ひしと 喰 

つかしって、 うむと 云う が 最期で、 の、 身ニッ になり 

はなら しったが、 産声 も 聞えず、 両方と も それなりけ 

リ。 

とリ のぼ 

余りの 事に、 取 逆上せさ しった ものと 見えまして、 

喜 太 郎様は その 明 方、 裏の 井戸へ 身 を 投げて しまわ 

しった。 

井戸 替 もした なれ ど、 不気味 じ やで、 誰も、 はい、 

いげた あおす すき 

その 水 を 飲みた がり ませぬ 処 から、 井桁 も 早 や、 青 芒 



にかくれ ましたよ。 

わし 

七日に 一 度、 十日に 一 度、 仁 右衛門 親 仁 や、 私が と 

わか はじめ よつ 

この 宰八 —— 少 いもの は 初 から 恐ろしが つ て 寄つ き 

ませぬ で —— 年 役に 出かけて は、 雨戸 を 明けたり、 引 

窓 を 繰ったり、 日 も 入れ、 風 も 通した なれ ど、 この間 

の その、 のう、 嘉吉が 気が 違いました 一 件の 時から、 

このした やみ 

いい 年 をした ものまで、 黒 門 を 向う の 奥へ、 木 下 闇 を 

のぞ すく 

視 きます と、 足が 縮んで、 一 寸も 前へ 出 はいたし ませ 

ぬ。 

かん ざし たま 

簪 の 蒼い 光った 珠も、 大方 蛍であろう、 などと、 

うわさ ずいき 

ひそひそ 風説 をし ます 処へ、 芋※ 〔# 「くさかんむり \ 



更」、 160-11〕 の 葉に 目 口の ある、 小さい のが ふらふら 

あ る 

歩行いて、 そのお 前 様、 

(秋 谷 邸の 細道 じ や、 

誰 方が 見えても ：•：. ) 〔# 底本で は 4 字 下げ〕 

ひとあし 

で ござりましょう。 人足が 絶える となれば、 草が 生 

える ばっかり じ や。 ハテ黒 門の 別宅 は 是非に 及ばぬ。 

秋 谷 邸の 本家 だけ は、 人足が 絶やしと うない もの を、 

どうした 時節 か 知らぬ けれど、 鶴 谷の 寿命が 来たの か、 

ま つ しろ 

と 喜 十郎様 は、 かさねがさね おつむりが 真白で。 お ふ 

くろ 様 も 好い お 方、 おいと しい 事で ござります。 

おお、 おお、 つい 長話に なりまして、 そち こち 刻限、 



ああ、 可 厭な 芋※ 〔# 「くさかんむり \ 更」、 160-11U の 葉 

あ る 

が、 唄うて 歩行く 時分に なりました ご 

あたり みまわ 

と姥は 四辺 を朐 した。 浪の 色が 蒼くな つた。 

寂然と して、 果は目 を 瞑って 聞 入った 旅僧 は、 夢な 

よしず あとさき なが 

らぬ顔 を 上げて、 葭簀から 街道の 前後 を視 めた が、 日 

脚 を 仰ぐ まで もない。 

ききと 

「身に 染む 話に 聞 惚れて、 人通りが もう 影法師 じ や。 

世の中に は 種々 な 事が ある。 お婆さん、 お 庇で 沢山 学 

問 をした、 難 有う、 どれ …… 」 



ゆ 

「そして、 御坊 様 は、 これから どこまで 行かつ しゃり 

ますよ 」 

包 を 引 寄せる 旅僧に 連れて、 姥も腰 を 上げて 尋ねる 

と、 

「鎌 倉 は 通 越して、 藤 沢まで 今日の 内に 出ようと いう 

あかり つ 

考えだった が、 もう、 これ じ や 葉 山で 灯が 点こう。 

おお 〔# 「 おお」 は 底本で は 「おお 匕、 そう 言 や、 森 

戸の 松の 中に、 ちらちらと 灯が 見える ご 

「よう 御存じで ござります の。」 

うち 

「まだ 俗の 中に 知っています。 そこで 鎌 倉 を 見物に も 



「その 蛙 …… いんね さ、 常夏け。 その 花 を 摘んで どう 

する だか、 一束 手ぶ しに 持った がね。 別に ハイ それ を 

視 める でもね えだ。 美しい 目 水晶 ぱちくりと、 川上の 

空 さ 碧く 光つ とる 星い 向いて、 相談 打つ ような 形 だね。 

わらじ 

草鞋が け じ やで、 近辺の 人で はねえ。 道 さ迷ったら 

教えて 進ぜべ い、 と 私もう 内へ 帰って、 婆 様と、 お 客 

に 売 つ た 渋茶 の 出殻 で 、 茶漬え 搔食 うば かりだ もんで、 

のつ そり その 人の 背中へ 立って 見て いると、 しばらく 

経って よ。 

じいさん 

むつく りと 起 返った、 と 思う との。 …… (爺 様、 あ 

お 岁 わ 、 」 



ほろ さかさ 

その 時、 宰八 川面へ 乗 出して、 母 衣 を 倒に 水に 映し 

た。 

てま リ 

「(手毬が、 手毬が 流れる、 流れて くる、 拾って くれ、 

礼 をす る。) 

見る と、 成程、 泡 も 立てずに、 夕 焼が 残ったよ うな 

ひ まんまる 

尾を曳 いて、 その 常夏 を 束に した、 真 丸い のが 浮いて 

来る だ。 

(銭金 はさて 措かつ せえ、 だが、 足 を 濡らす は、 厭な 

事 だ。) と 云う 間 も 無え。 

いきな リ わけ きもの すそ つか 

突然 ざぶ りと、 少ぇ人 は 衣服の 裾 を摑ん だな りで、 



川の 中へ 飛込んだ つけ。 

押 問答に、 小 半時 かかれば とって、 直ぐに 突ん 流れ 

るよう な 疾ぇ水 脚で は、 コレ、 無え もの を、 そこ は 他 

つかま 

国の 衆で 分らね え。 稲妻 を摑 えそうな 慌て 方で、 ざ 

まんなか おつ あお 

ぶ ざぶ 真中で 追 かける、 人の 煽りで、 水が 動いて、 手 

毬はー つくる りと 廻った。 岸の 方へ 寄る でね え かね。 

(えら！ 気の 疾ぇ 先生 だ。 さまで 欲しけ り や 算段のう 

お つ 

して、 柳の 枝 を 折 べっしよ つても 引 寄せて 取って やる 

だ、 見さつ せえ、 旅の空で、 召 ものが びしょ濡れ だ。) 

と 叱 言 を 言いながら、 岸へ 来たの を 拾おう、 と 私、 え 

いやつ と 蹲んだ が。 



こんな 川で も、 動揺み にや 浪を 打つ わ、 濡れず ば 

さざえ わし のば 

栄螺 も 取れね え 道理よ。 私が 手 を 伸す との、 また 水に 

持って行かれて、 手毬 は やっぱり、 川の 中で、 その 人 

が 取らし つけが な。 …… ここ だ あ 仁 右衛門、 先生 様 も 

聞かつ せえ ご 

き ほろ ご し あかねいろ はちまき 

と 夜具 風呂敷の 黄 母 衣 越に、 茜色 の その 顱卷を 

ねじ io< 

捻 向けて、 

「厭な 事 は、 …… 手毬 を 拾う と、 その 下に、 猫が 一 匹 

居た ではね え かね ご 

十七 



訓導 は 苦笑いして、 

い きちがい 

「可い 加減な 事 を 云う、 狂気の 嘉吉 以来 だ。 お前 は 悪 

ちかづき みずく ぐ 

く 変な ものに 知己の ように 話 をす るが、 水 潜り をす る 

なんて、 猫 化けの 怪談に も、 ついに 聞いた 事 はない じ や 

に ヽ ゝ o 一 

なレカ 」 

あたりまえ 

「お前 様 もね、 当 前 だ あこれ、 空 を 飛ぼう が、 泳ごう 

い わし ちかづき いや 

が、 活 きた 猫なら 秋 谷 中 私ら 知己 だ。 何も 厭な 事 はね 

え けん ど、 水 ひたしの 毛が よれよれ、 前足の つけ 根な 

ぞは、 あか 膚ょ。 げっそり 骨の 出た 死 齢で ねえ かね ご 

訓導 は打棄 るよう に、 



「何 だい、 死骸 かご 

「何 だ 死骸 か、 言わつ しゃる が、 死骸 だけに 厭な こん 

かなつぼまなこ ふさ まリ 

だ。 金壺眼 を 塞がね え。 その 人が 毬を 取る と、 三毛 

の 斑が、 ぶよ、 ぶよ、 一度、 ぷ くりと 腹 を 出いて、 目 

きたね 

がぎ よろ りと 光ッ たけ。 そこら 鼠色の 汚 え 泡 だらけ 

になって、 どんみ リと 流れた わ、 水と ハイ 摺々 での I 

きもの 

I その 方 は 岸へ 上って、 腰まで ずぶ濡れの 衣 を 絞る 

あおむ 

とって、 帽子 を 脱いで 仰向けに して、 その 中 さ、 入れ 

さしった、 傍で 見る と、 紫 も ぁリゃ 黄色い 糸 も かがつ 

しさ 

て ある、 五色の —— 手毬 は、 さまで 濡れて はいね えだ つ 

けよ ご 



「な あよ、 宰 八、」 

「何 だえ ご 

仁 右衛門 は 沈んだ 声で、 

「その 手毬 はどうした よご 

「今でも その 学生が 持って るかね ご 

背後から、 訓導が また 聞き 挟む。 

I 忽然と して 消え失せ ただ。 夢に 拾った 金子の よう だ 

ね。 へ、 へ、 へ、」 

とおかし な 笑い 方。 

「ふん、」 

あ る 

と 苦虫 は 苦った なりで、 てくてくと 歩行き 出す。 



「嘘を吐け、 また はじめた。 大方、 お前が 目の前で、 

だま 

しゃ ぼん 球の ように、 ぱっと 消えて でも なくなつ たろ 

う、 不思議 さな ご 

「違えます、 違えます とも！」 

仁 右衛門の 後 を 打ちながら、 

「その 人が、 

じいさん 

(爺 様、 この 里で は、 今時分 手毬 をつ く か。) 

あん 

(何でね？) 

こども なつか 

(小児た ちが、 優しい声、 懐し い 節で 唄うて いる。 

ここ は どこの 細道 じ や、 

秋 谷 邸の 細道 じ や …… ) 



一件 もの をの、 優しい声、 懐し い 声 じ や 云うて、 手 

毬を 突く か、 と 問わつ しゃる だ。 

ずいき 

とんでも ねえ、 あれ はお 前 様、 芋※ 〔# 「くさかん む 

リ\ 更」、 169-14〕 の 葉が、 と 言おうと したが、 待ちろ、 

芸も ねえ、 村 方の 内証 を 饒舌って、 恥搔く は知慧 でね 

えと、 

あに めえ さま じゃくし 

(何お 前 様、 学校で 体操す る だ。 おたま 杓子で 球 をす 

とび 

くって、 ひる てんの 飛つ こ を すれば ちゆ ッて、 手毬な 

んか 突きつ こねえ、) と、 先生 様の 前 だけん ど、 私 一 ッ 

威張った よご 

「何 だ、 見と もない、 ひる てんの 飛びつ こと は。 テニ 



「濡れち やい ねえが、 ヒャリ としたで ね、 ゆい 塩梅よ、 

ひっこ てんぼう 

引 込んだ の は 手 棒の 方、」 

へ へ、 とまた 独りで 可 笑が り、 

「こっちの 手で、 ハイ 海へ 落ちさつ しゃる お日様と、 

力 力 ま， <な 力 たつ 力 

黒 門の 森に 掛 つたお 月 様の 真中へ、 高く こう 透かし 

て 見つけ。 

だま まんまる 

しゃ ぼん 球で はねえ よ。 真 円な 手毬の、 影 も、 草に 

映った でね ご 

「それが また どうして 消えた、 馬鹿な！」 

いきおいこ ステッキ さき 

と 勢 込む、 つき 反らした 杖 の 尖が、 ス トンと 蟹の 

はさま 

穴へ 狭った ので、 厭な 顔 をした 訓導 は、 抜き ざまに 一 



足 飛ぶ。 

「まあ、 聞かつ せえ。 

玉 味噌の 鑑定と は、 ちくと 物が 違う でな、 幾ら 私が 

ひね 

捻くっても、 どこの もの だか 当り は 着かね え。 

(霞の ような 小川の 波に、 常夏の 影が さして、 遠くに 

…… (細道) が 聞え る処 へ、 手毬が 浮いて …… 三年 五 

あ る 

年、 旅から 旅 を 歩行いた が、 また こんな 嬉しい 里 は 見 

ない、) 

ぬれ きもの しずく からだ 

と、 ずぶ 濡の衣 を 垂れる I 卞 さえ、 身体から 玉が こ 

ぼれ でもす る ほどに 若え 方 は 喜ば つし やる ご 



十八 

「 —— (この 上 誰か、 この 手毬の 持主に 逢える となれ 

おきふし 

ば、 爺さん、 私 は 本望 だ、 野 山に 起臥して 旅 をす るの 

も そのため だ。) 

ほ 

と、 話さつ しゃる での。 村 を 賞め られ たが 憎く ねえ 

だし、 また それまでに 思わつ しゃる もの を、 ただ わか 

ほか わし 

リ ましね えで 放擲して は、 何 か 私、 気が済ま ねえ。 

しゃが まこと 

そこで、 草原へ 蹲み 込んで、 信に はなさり ますめ 

あお たま 

え けん ど、 と 嘉吉に 蒼い 珠 授けさし つた …… 」 

しばらく 黙って、 



「の、 事 を 話したら ばの。 先生 様の 前 だけん ど、 噓を 

つ あたま わけ 

吐け、 と 天窓から けなさ つ しゃり そうな 少ぇ 方が、 

(おお、 その 珠と 見えた の も、 大方 星 ほどの 手毬 だろ 

う。) と、 あの また 碧い 星を視 めて 云う だ。 けちりん も 

疑わね え。 

(なら、 まだ 話します 事が ござります、) とついで に 黒 

あきやし き 

門の 空 邸 の 話 をす るとの。 

(川 は その 邸の、 庭 か 背戸 を 通って 流れ はしない か。) 

と 乗 出しけ よ。 …… (流れ は 見さつ しゃる 通り だ) 

…：- J 



今 もお なじよう な 風情で ある。 薄り と 廂を包 

む 小 家の、 紫の 煙の 中 も繞れ ば、 低く 裏山の 根に か 

ひとはけ もや たかひく ふもと 

かった、 一 刷 灰色の 靄の 間 も 通る。 青田の 高低、 麓の 

でいり やわら ひとまき 

凸凹に 従うて、 柔 かに のんどりした、 この 一 巻の 布 は、 

てぬ ぐ い あかね たす き 

朝霞に は 白地の 手拭、 夕 焼に は 茜の 襟、 櫸 になり 帯 

+5 て すすき もすそ 

になり、 果は 薄の 裳に なって、 今 も ある 通り、 村 は 

やとぐ ち こうみい し 

ずれの 谷 戸口 を、 明 神の 下 あたりから 次第に 子 産 石の 

浜に 消えて、 どこへ 灌ぐ という こと もない。 口につ け 

うしお 

ると 塩気が あるから、 海 潮が さすので あろう。 その 

かわす そ みたらし 

川 裾の たよりなく 草に 隠れる につけて、 明 神の 手水 洗 

にかけ た 献燈の 発句に は、 これ を 霞 川、 と 書いて ある 



る 蜘蛛の ごとく 脚 を 拡げて、 どこまでも その 暗い 影 を 

畝ら せる。 

月 は、 その上に かかって いるのに。 …… 

せんだつ こだち なごり 

先達の 仁 右衛門 は、 早 やその 樹立の、 余波の 夜に 肩 

を 入れた。 が、 見た目の さしわたしに 似ない、 帯が た 

るんだ、 ゆるやかな 川 ii の 道 は、 本宅から 約 八丁と い 

うので ある。 

宰 八が 一一 i 続いで、 

「 …… (外 廻り を 流れて 来る し、 何も ハイ 空 家から 手 

毬を 落す 害 はねえ。 そんでも 猫の 死骸なら、 あすこへ 

持って行って 打棄 つた 奴が あるか も 知ん ねえ、 草ぼう 



ぼう だでの う、) と 私、 話 をした だが ね ご 

十九 

わけ 

「それから その 少ぇ方 は、 (どうだろう、 その 黒 門の 空 

ひとま 

家と いうの を、 一室 借りる わけに は 行くまい か、 自炊 

や くたびれ ぶ 

を 遣って、 しばらく 旅の 草 臥 を 休めたい、) と 相談 打つ 

たが。 

ねえ、 先生 様。 

めえ さま すまい かか あ が き 

お前 様、 今の 住居 は、 隣の 噚 々が 小児い 産んで、 ぎ や 

うるせ 

あぎ や あ 煩え、 どこか 貸す 処が あるめえ か、 言わる る 



「そうかね は あ、 まず 何に しろ だ。 こっちから 頼 

めば とって、 昼間 掃除に 行く のさえ、 厭が ります 空屋 

おっしゃ すま い 

敷 じ や。 そこが 望み、 と 仰 有る に、 お 住居 下されば そ 

の 部屋 一 ッ だけ も、 屋根の 草が 無うな つて、 立 腐れが 

保つ こんだ で、 こっち は 願った リ、 叶った リ、 本家の 

だんな なみて い うち 

旦那 も さぞ 喜びましょう が、 尋常 体の 家で ねえ。 あの 

黒 門 を 潜らつ しゃるなら、 覚悟して 行かつ せえ、 可う 

がす か、 と 念 を 入れる と、 

(いや その 位の 覚悟 はいつ でもして いる。) 

と 落着いた もんだ てえば。 

どろぼう わし 

はてな、 この度 胸 だら 盗賊で も 大将 株 だ、 と 私、 油 



断 はねえ、 一分別し ただが ね、 仁 右衛門よ、」 

「おおよ ご 

さ つ き 

「前 刻、 着た つきり で、 手毬 を 拾いに 川ん 中 さ 飛込ん 

きもの わし がい 

だ 時 だ。 旅 空かけ て 衣服 を どうす る だ、 と 私 頼まれ 効 

もなかつ たけえ、 気の毒 さも ぁリ、 急がず ば 何とかで 

濡れめ えもの を 夕立 だ、 と 我 鳴った 時よ。 

(着物 は 一 枚あります から …… ) 

さま 

と 見得で ねえ わ、 見得で ねえね。 極り の 悪そう に、 

人の 心 を 無にしね えで 言訳 をす るよう に 言わ し つ けが 、 

にら わし おつ ぼ 

こいつ を 睨んで、 は あ、 そこへ 私が 押 惚れた だ。 

いとし 

殊勝な、 優しい、 最愛い 人 だ。 これなら 世話 をして 



とまた 言い掛け たが、 青 芒が 川の ヘリに、 雑木 一 叢、 

かが まんなか もや い き 

畑の 前 を 背 屈み 通る 真中 あたり、 野末の 靄 を 一 呼吸に 

だ ) ぬ.. 7 

吸 込んだ かと、 宰八 唐突に、 

「はッ くしょ！」 

たちすく 

胴震いで、 立 縮み、 

ひど めえ 

「風が ねえで、 えら 太い 蜘蛛の巣 だ。 仁 右衛門、 お前、 

は あ、 先へ 立って、 よく 何ともね え ご 

「巣、 巣 どころ か、 己 ぁ樹の 枝から 這い かかった、 土 

蜘蛛 を 引 摑んだ ご 

「ひや あ、」 

「七日 風が 吹かね えと、 世界中の 人 を 吸 殺す もの だ 



に 浴衣に 着換えて、 燭台の 傍へ …… こり やな、 仁右衛 

わし ゆ みんな 

門 や 私が 時 々見廻り に 行く 時、 皆閉 切って あって、 昼 

せん 

でも 暗え から 要害に 置いて あった。 …… 先に 案内 をし 

あえ とも 

た 時に、 彼 これ 日が 暮れた で、 取り 敢ず 点して 置いた 

めえ さま ろうそくび わき かし 

もんだ ね。 そのお 前 様、 蠟燭 火の 傍に、 首い 傾げて、 

腕組みして 坐って ござる で、 気になる だ。 

(どうか さっせえ ました か。) と 尋ねる との。 

ここ だ！」 

だしぬけ きつ 

と 唐突に 屹と 云う。 

ひとあし の 

「ええ 何 か、」 と 訓導 は 一 足 退く。 

宰八は 委細 構わず。 



「手毬の 消えた ちゅうが よ。 (ここに 確に 置いた のが 

見え なくなった、) と 若え 方が 言わつ しゃる け。 

そうら、 始まった ぞ、 と 私 一 ッ腰 をが つくりと やつ 

たが、 縁側へ つかまった あ —— どんな 風に、 失くな つ 

たか、 は あ、 聞いたら ばの。 

三ッ ばかり、 どうん、 どうん、 と 屋根へ 打附 つた も 

おおき びっくり 

のがあった ：•：• 大な 石で も 落ちた ようで、 吃驚して 

天井 を 見上げる と、 あすこから、 と 言わし つけ。 仁 右 

衛門、 それ、 の、 西の 鉢 前の 十 畳 敷の 隅ッ こ。 あの 大 

まわ リ はしご 

掃除の 検査の 時 さ、 お 巡査 様が 階 子 さして、 天井裏へ 

がす つ はい こ サ アベル こじり あが 

瓦斯 を 点けて 這 込まつ しゃる 拍子に、 洋 刀の 鐺が 上つ 



さかさま み うどん おお づら 

て 倒 になった 刀が 抜けた で、 下に 居た 餛飩屋 の大面 

をち よん 切って、 鼻柱 怪我 ァ した、 一枚 外れて いる 処 

だ。 

さかお と 

どんと 倒 落しに 飛んで 下りた は 三毛猫 だ あ。 川の 死 

骸と 同じ 毛色 じ や、 (これ は、 と 思う と 縁へ 出て) …… 

わし わき 

と 客人の 若え 方が 言わつ しゃった で、 私 は 思わず 傍へ 

退いた が。 

まう まう 

庭へ 下りて、 草茫々 の 中へ 隠れた の を、 急いで 障子 

の 外へ 出て 見て いる 内に、 床の間に 据えて 置いた、 そ 

こつ ねん 

の 手毬が さ。 はい、 忽然と 消え ちゅうは、 …… ここの 

事 だね ご 



「消えた か、 落した か 分る もんか ご 

「は あ、 分らね えから、 変で がしよ、」 

「何も ちっとも 変じ やない。 いやしくも 学校の ある 土 

地に 不思議と 云う 事 は 無い の だから ご 

めえ さま 

「でも、 お前 様、 その 猫が ね、」 

「それ も 猫 だか、 鼬 だか、 それとも 鼠 だが 〔# 「だが」 

うさき 

は ママ r 知れた もんじ やない。 森の 中 だもの、 兎 だつ 

て 居る かも 知れん さ ご 

「そのお 前 様、 知れね えに ついて でが さ ご 

「だから、 今夜 行って、 僕が 正体 を 見届けて やろうと 

云 うんだ ご 



二十 一 

てま リ う 

「はじめの 夜 は、 ただ その 手毬が 失せました だけで、 

別に 変った 事件 も 無かった でございます かご 

たびそう ころも かき あわ 

と、 小次郎 法師の 旅僧 は 法衣の 袖を搔 合せる。 

障子 を 開けて 縁の 端近に 差 向いに 坐った の は、 少ぃ 

人、 すなわち 黒 門の 客で ある。 

障子 も 普通より は 幅が 広く、 見上げる ような 天井に、 

あ l も レ- あ. *4 パこ コ^- つ. 1. こつ 

血の 足痕 もさて 着いて はおらぬ が、 雨垂が 伝ったら 

墨汁が 降りそう な 古びよう。 巨 寺の 壁に 見る ような、 

あまもり あと えすがた すす 

雨 漏の 痕の 画像 は、 煤 色の 壁に 吹き さらされた、 袖の 



に 上の 方で、 燧 灯を摺 つて、 静に 吸いつ けた 煙草の 火 

が、 その 色の 白い 頰に 映って、 長い 眉 を 黒く 見せる ほ 

ま あんど-つ 

ど 室の 内 は 薄暗い。 —— 差 置かれた の は行燈 である。 

「まだ その 以前でした。 話す と 大勢が 気にし ますから、 

実は 宰 八と 云う、 爺さん …… 」 

「ああ、 手ぼう の …… でございます なご 

「そうです。 あの 親 仁に も s ぼわないで いたんで すが、 

猫と 一所に 手毬の 亡くな リ ますち つと、 前です ご 

ふるや かた 

この 古 館の まず ここへ 坐り ましたが、 爺さん は 本 

家へ、 と 云って 参りました。 黄昏に ただ 私 一人で、 こ 

あが ぜん 

れ から 女中が 来て、 湯 を 案内す る、 上って 来ます、 膳 



きま はたご や 

が 出る。 床 を 取る、 寝る、 と 段 取の 極り ました 旅籠 屋 

すみ ごころ 

でも、 旅 は 住 心 の 落着かない、 全く 仮の 宿です …… の 

に、 本家で もこ こ を 貸します の を、 承知す る 事 か、 し 

あぜみち 

ない 事 か。 便りに 思う 爺さん だって、 旅 他国で 畔道の 

一 面識。 自分が 望んで ではあります が、 家と 云えば、 

ァ J の 畳 を 敷 い た —— 八幡 不知。 

わか まんなか 

第一 要害が まるで 解りません。 真中へ 立って あっち 

みまわ 

こっち 瞻 した だけで、 今 入って 来た 出口 さえ 分らな 

くな りました ほどです。 

ぉぢザ さ こ， ザ みち 

大袈裟に 言えば、 それ こそ、 さあ、 と 云う 時、 遁路 

の 無い 位で。 夏 だけに、 物の 色 はま だ 分り ましたが、 



ます かな ご 

「御覧なさい、 星が 降りそう ですから、」 

「成程。 その 癖 音の します たびに、 ひやひやと 身う ち 

へ 応えます で、 道理 こそ、 一雨 かかった と 思いました 

vr O _ 

力 」 

「お冷えな さるよう なら、 貴僧、 閉めましょう ご 

きす 

「いいえ、 蚊を疵 にして 五 百両、 夏の 夜 はこれ が 千金 

よろ 

にも 代えられません、 かえって 陽気の 方が お 宜しい ご 

と 顔 を 見て、 

さみ 

「しかし、 いかにも その 時 はお 寂しかった で ございま 

しょう。」 



「実際、 貴僧、 遥々 と 国 を 隔てた 事 を 思い 染みました。 

この 果に 故郷が ある、 と 昼間 三 崎 街道 を 通りつつ、 考 

えなかった でもありません が、 場所と 時刻 だけに、 ま 

た 格別、 古里が 遠 かったんで すご 

「失礼ながら、 御 生国 は、」 

r 豊 前の 小 倉で、 …… 葉 越と 言います ご 

葉 越 は 姓で、 渠が名 は 明で ある。 

「ああ、 御 遠方 じ や、」 

と更 めて 顔 を 見る目 も、 法師 は 我ながら 遥々 と 海 

なが やつれ 

を視 める 思いが した。 旅の 窶が 何となく、 袖 を 圧して、 

ひとえ しまがら あらわ 

その 単衣の 縞柄に も 顕れ ていたの であった。 



て、 刃物 切物、 鉄砲 持参、 手 覚えの あるの は、 係 羈 に 

鼠の 天麩羅 を 仕掛けて、 ぐびぐ び 飲みながら、 夜更け 

に 植込み を 狙う なんと いう 事が あります そうで 9 

婆さんが 話しました ご 

「私 は 酒 はいけ ず、 対 手 は 出来ません から、 皆さんの 

車座 を、 よく 蚊帳の 中から 見て は 寝ました。 一 時は随 

にぎやか 

分 賑 でした。 

まあ、 入 かわり 立 かわり、 十日ば かり 続いて、 三人 

四 人ず つ 参り ましたが、 この頃 は、 ばった リ来 なくな 

り ましたんで すご 

「と 申す 事で ございますな。 ええ、 時に その 入り 交り 



あおみ ぼう じつ すわ いや 

それに 蒼 味が さして、 茫 として、 熟と 据る、 その 厭な 

光ったら。 

映る 手なん ざ、 水へ 突 込んで るよう に、 畝った この 

てんで みんな 

筋まで が 蒼白く 透 通って、 各自の 顔 は、 皆 その 熟した 

まくわうり 

真桑瓜に 目鼻が つ いたよう に 黄色くな つたの を、 見合 

い き 

せて、 呼吸 を 詰める、 とふ わ ふわと 浮いて 出て、 その 

晚の 座が しらと いう、 一番 強がった 男の 膝へ、 ふッと 

乗った ことがあ るんで すね。 

ゎッと 云う から、 騒い じ や 怪我 をし ますよ、 と 私が 

ねこま. t- やつ 

暗い 中で 声を掛け たのに、 猫 化 だ 遣つ けろ、 と 誰 だか 

一人、 庭へ 飛 出して 遁げ ながら 喚いた 者が ある。 畜生、 



と 怒鳴って、 貴僧、 危 いの 何の じ やない！ 

ぱっ あかる もと とお リ 

》 〔# 「火+ 發」、 189-13U と 明くな つて 旧の 通洋燈 

が 見える と、 その 膝に 乗られた 男が —— こり や 何です、 

可い 加減な 年配でした —— かって 水兵 をした 事が ある 

とか 云って、 かねて 用意 をした ものら しい、 ド ギドギ 

ナイフ ほ や 

する 小刀 を、 火屋の 中から 縦に 突剌 してる じゃあり ま 

せんか ご 

「大変で、 は あ、 は あ、」 

いき つき こわ 

「ト 思う と 一 呼吸に、 油壷 を かけて 突 壊した もんだ か 

ら、 流れる ような 石油で、 どうも、 後 二日ば か リ弱リ 

ました。 



こうむ 

御免 を 被ります つもりで、 私が 釣って おいた 蚊帳へ、 

総勢 六 人で、 小さくな つて 屈みました。 

変にお しおきで も 待って るよう でなお 不気味でした。 

よる よなか にげだ 

そうか、 と 云って、 夜夜中、 外へ 遁 出す こと は 思い も 

寄らず、 で、 がたがた 震える、 突 伏す、 一 人で 寝て し 

ぼうさん 

まった のがあります、 これが 一番 可い のです。 坊様は 

うち しき リ 

口の 裏で、 頻 にぶつ ぶっと 念じて います。 

もつ たよ リ うな 

その 舌の 鏈れ たような、 便の ない 声 を、 蚊の 唸る 中 

に 聞きながら、 私が うとうとし かけました 時でした。 

密と 一 人が 揺ぶ り 起して、 

(聞え ます か、) 



と 言います。 

(ココ だ、 ココ だ、 と 云う 声が、) と、 耳へ 口をつけて 

ささや 

囁 くんです。 それから、 それへ 段々、 また 耳 移しに。 

うせもの 

(失 物 はココ にある、 というお 知らせだろう、) 

ばな し 

(どうか、) と言う、 ひそひそ 相談。 

耳を澄ま すと、 蚊帳 越の 障子の ようで も あり、 廊下 

ふすまぎ わ 

の 雨戸の ようで も あり、 次の間と 隔ての 襖 際 …… ま 

た 柱の 根 かと も 思われて、 カタ カタ、 カタ カタと 響く 

ちゃた てむ し こうもり 

—— あの 茶 立 虫と も 聞 えれば、 壁の 中で 蝙蝠が 鳴く よ 

ひきがえる 

うで も あるし、 縁の下で、 蟇 が、 コ トコ トと 云う と 

も 考えられる。 それが 貴僧、 気の 持ちよう で、 ココ、 



ココ、 ココョ とも、 ココ ト、 とも 云うよう なんです。 

自分の だけに、 手 を 繃帯した 水兵の 方が、 一 番に蚊 

帳 を 出ました。 

ありか しさい 

返す 気で、 在所 を おっしゃ るから は 仔細 はない、 と 

坊さんが また^ 出して、 畳に 擦附 ける ように、 耳 を 澄 

まんなか 

ます。 と 水兵の 方 は、 真中で 耳 を 傾けて、 腕 組 をして 

立って なすった つけ。 見当が ついた と 見えて、 目で 知 

うえした うなず あなた うしろ 

らせ 合って、 上下で 頷いて、 その、 貴僧の 背後に なつ 

てます、 」 

「え！」 

ふち さし のぞ 

と 肩 越に 淵 を差視 くが ごとく、 座 をず らして 見返り 



やり 紙が 白けた の は、 もう 雨戸の 外が 明 方で あつたん 

です ご 

「その 晚は、 お 一 人で、」 

r 一 人です、 しかも 一 昨晩 ご 

「 一 昨晩？」 

と、 思わず またぎよ つと する。 

よとぎ れん 

「で、 何で ございま すか、 その 夜伽 連 は、 もう それ 以 

来 懲りて 来 なくなつ たんで ございま すかな ご 

「お待ち 下さい、 ト あの、 西瓜で 騒いだ 夜 は、 たしか 

その後で したつけ。 

つま 

何、 こり や 詰らない 事です けれども、 弱った に は 弱 



ポ カリ 遣った。 途端に 何とも、 凄まじい、 石油 缶が 

二三 十 打つ かった ような 音が 台所の 方で 聞え たんです。 

パこ ン， ^寸 

唐突です から、 宵に 手ぐ すね を 引いた 連中 も、 は あ、 

ひきいき ひきさら わ 

と 引 呼吸に 魂 を 引 攫れ た 拍子に —— 飛びました。 そ 

の 貴僧、 西瓜が、 ス トンと 若い 衆の 胸へ 刎 上った でしよ 

う。 

あおむけ ひつ 

仰向に 引く りかえ ると、 また 騒動。 

それ、 肩 を 越した、 ええ、 足へ 乗っかる。 わ ああ！ 

ま つ あたま 

裾へ 纏わる、 火の玉 じ や。 座頭の 天窓よ、 入道 首よ、 

いや 女の 生首 だって、 矛い 加減な 事ば かり。 夕顔の 花 

なら 知らず、 西瓜が 何、 女の 首に 見える もんです。 



けやき は 

す。 そう 言えば、 櫸の 枝に 這い かかって、 こう、 月の 

上へ 蛇の ように 垂 かかった のが、 蔦の 葉 か、 と 思う と、 

屋根 一面に 瓜 畑に なって、 鳴子 繩が 引いて あるよう な 

気 もします。 

したた かな、 天狗め、 との ぼせ 上って、 宵に 蚊い ぶ 

しに 遣った、 杉ッ 葉の 燃 残り を 取って、 一人、 その 月 

へ 投げつ けた ものが ありました。 

もろい の、 何の、 ぼろぼろと 朽木 のように その 満月 

こうばい すべ 

が 崩れる と、 葉末の 露と 一 つに なって、 棟の 勾配 を、 u 

リ 落ちて、 消えた は ゆいが、 ぼたり ぼたり I 卞 がし 出し 

た。 頸と 言わず、 肩と 言わず、 降り かかって 来ました 



て、 コ トコ トと嘴 を 鳴らし、 短夜の 明けた 広縁に は、 

ぞろぞろ 夥しい、 褐色の 黒い のと、 松虫 鈴虫の よう 

かけあが 

なのが、 うようよ して、 ざっと 障子へ 駆 上って 消え ま 

したが、 西瓜の 核が 化つ たんです つて。 

連中 は、 ふらふら 〔# 「ふらふら」 は 底本で は 「ふろ ふ 

ら匕 と 二日酔いの ような 工合で、 ぼんやり 黒 門 を 出て、 

川べ りに 帰りました。 

くい まっさお 

橋の 処で、 杭に かかって、 ぶかぶか 浮いた 真 蒼な 西 

瓜 を 見て、 それから 夢中で、 遁 げたそう です。 

昼過ぎに、 宰 八が 来て、 その 話。 

私 は その 時分まで ぐっすり 寝ました。 



(お客様 あ、) 

(何 だい。) 

ゆうべ す さま おつ 

(昨夜 凄じい 音が したと 言わし つけね、 何にも 落 こ 

ちた もの はねえ ね。) 

つて 言いながら、 やがて 小鉢へ、 丸ごと 五つば かり 

出して 来ました。 

薄お 納戸の ゆい 色で ご 

二十 七 

「青葉の 影の 射す 処、 白 瀬戸の 小鉢 も 結構な 青磁の 菓 



子 器に 装った ようで、 志の 美し さ。 

はし かさな なす 

箸 を 取る と、 その 重 つた 茄子が、 あの、 薄皮の 腹の 

あたりで、 グッ、 グッ。 

一 ッ音を 出す と、 また 一 つ グッ、 もう 一 つの も ググ、 

グダと 声を立て るんで す ものね。 

変な 顔 をして、 宰 八が、 

(お客様、 聞え るかね。) 

(ああ 鳴く とも。) 

(ちんじち ようよう だ、 此奴、) 

じいさん なたまめ さき 

と 爺 様が 鉈豆の ような 指の 尖で、 ちょいと 押す と、 

お まか 

その 1±1 された のが グ グダ、 手 を か える とまた 他の がグ 



あくもの ぐい 

悪 物 食 をした もの だで、 葬い 料で 酒ェ 買って、 犬の 

か骸 なら 今でも 食う が、 茄子の 鳴く の は 厭 だ、 と 言い 

ま ^9 

もっとも 変な こと は 変です が、 同じ 気味の 悪い 中で 

も、 対 手が 茄子 だけに、 こり やお かしく つて 可かった 

です よご 

なすび な す 

「茄子なら ば、 でございますが、 もの は 茄子で も、 

対 手 は 別に ございま しょうご 

うつむ にっこり わらい 

明 は 俯向いて 莞爾 した、 別に 意味の ない 笑だった。 

「で、 そり や 昼間の 事で ございま すなご 

ひるすぎ 

「昨日の 午後でした ご 



ごきと う そう 

ざいまして、 御祈禱 僧な どと 思われまして は、 第一、 

貴下の 前 へ もお 恥 かしゅ う) J ざ いますが、 い かが で) J 

ざいましょう。 お 宿 を 願いましても 差支え はないで ご 

ざいましょう か。 いくらか 覚悟 はして 参り ましたが、 

目の あたりお 話 を 伺いまして は、 ちと 二の足で ござい 

ます 力 」 

「 一 人で も 客が あります と、 それだけ 鶴 谷で は 喜び ま 

すそう です。 持主の 本宅が 喜びます もの を、 誰に 御 遠 

い つれ 

慮が 入ります ものです か。 私 もお 連が あって、 どんな 

に 嬉しい か 知れません ご 

「そり や、 鶴 谷 殿 はじめ、 貴下の 思 召し はさよう に 



ありかと 

難 有う ございましても、 別に その …… ええ、 まず、 持 

主が 鶴 谷と します と、 この 空 屋敷の 御 支配で ございま 

すな、 —— その 何とも 異様な、 あの、 その、」 

「それ は 私 も 御 同然です。 人の 住む のが 気に入らない 

ので 荒れる のだろう と 思います が。 

そこなん です、 貴僧。 逆 いさえし ません ければ、 畳 

あんどう 

も 行燈も 何事 もない のです もの。 戸障子に 不意に 火が 

附 いて そこいら めら めら 燃え あがる 事が ありましても 

慌てて 消す 処は 破れ、 水 を 掛けた 処は 濡れます が、 そ 

れ なりの 処は、 後で 見ます と 濡れた 様子 もない のです 

ゝ ？ o 

力、 ら 



座敷 だってい くら もあります、 貴僧、」 

とふと 心づ いたよう に、 

- つるさ 

「御 一所で お 煩ければ、 隣のお 座敷へ いらっしゃい。 

何 か 正体 を 見届けよう なぞと 云 つ て は 不可ません が、 

鶴 谷が 許した お 客僧が、 何も 御 遠慮に は 及びません。 

おさ 

ただ すらりと 開かないで、 何 かが 圧え てで もい るよ 

うでしたら、 お 見合せなさい まし。 逆う と 悪 いんで 

す 力ら 」 

二十 八 



「それから、 婆さんに 聞きました 通り、 壊れ 壊れの 竹 

あ 

垣に ついて 手探りに 木戸 を 押します と、 直ぐに 開き ま 

しき：： y さっき 

したから、 頻に前 刻の、 あの、 え へん！ え へん！ 

せきばらい ひど 

咳 をしながら —— 酷くな つてお ります な —— 芝生 

おびた だ おしろい 

を 伝わって、 夥しい 白粉の 花の 中 を、 これへ。 お 縁 

側から お 邪魔 をした しました。 

あの 白粉の 花 は 見事です。 ちらちら 紅色の が 交って、 

あなた ころも さわ 

咲いて いますが、 それに さえ、 貴方、 法衣の 袖の 障る 

からだ うつりが 

の は、 と 身体 を すぼめて 来ました が、 今 も 移 香が して、 

憚 多い。 

もと 花畑であった のが 荒れました ろうか。 中に 一本、 



見上げる ような 丈の びた 山 百合の 白い のが、 うつむい 

て 咲いて いました。 いや、 それに もまた 慄然と した ほ 

どで ございま すから。 

何事が ございましよう とも、 自力 を 頼んで、 どうの 

こうの、 と 申す ような こと は 夢にも 考えて おりません- 

あなた おそろし 

しかし 貴下 は、 唯今 うけたまわりました ような 可 怖 

い 只 中に、 よく 御 辛抱な さいます、 実に 大胆で おいで 

なさる ご 

おくびょう 

「私く らい 臆病な ものはありません。 …… 臆病で 仕 

方がない から、 なる がま かせに、 抵抗し ないで、 自由 

にな つ ている のです ご 



「手毬 唄 を。 …… いかがな 次第で ございま すご 

うつつ 

「夢と も、 現と も、 幻と も 目に 見える ようで、 口 

に は 謂えぬ そして、 優しい、 懐し い、 あわれな、 

情の ある、 愛の 籠った、 ふつく りした、 しかも、 清く、 

ぞ つ かきむし うつと リ 

涼しく、 悚 然とす る、 胸 を搔撐 るよう な、 あの、 恍惚 

となる ような、 まあ 例えて 言えば、 芳，. しい 清らかな 乳 

さき 

を 含みながら、 生れない 前に 腹の 中で、 美しい 母の 胸 

を 見る ような 心 持の 唄なん です が、 その 文句 を 忘 

れ たので、 命に かけて、 憧憬れ て、 それ を 聞きたい と 

思い ますんで すご 

ことば うち 

この 数 分 時の 言 の 中に、 小次郎 法師 は、 生れて 以来、 



恋の ように、 その 声、 その 唄が 聞きた くッ てな り ませ 

ん。 

で まち 

東京の ある 学校 を 卒業ます の を 待 かねて、 故郷へ 

帰って、 心 当りの 人に 尋ね ましたが、 誰の を 聞いても、 

どんなに 尋ねても、 それと 思う のが 分らん のです。 

第一、 母親の 姉です が、 私の 学資の 世話 をして くれ 

ます、 叔母が それ を 知りません。 

ト夢 のように 心 着いた の は、 同一 町に 三人あった、 

おなじ 

同 一 年 ごろの 娘です。 

(産んだ その子が 男の児なら、 

京へ 上 ぼせ て 狂言 させて、 



寺へ 上 ぼせ て 手^させて、 

寺の 和尚が、 

道楽 和尚で、 

高い 縁から 突 落されて、 

こうが い 

笄 落し 

こまくら 

小 枕 落し、 ) 

と、 よく 私 を 遊ばせながら、 母も少 かった、 その 娘 

たちと、 毬も 突き、 追 羽 子 もした 事 を 現 のように 思 出 

しました から、 それ を 捜せば、 きっと 誰か 知っている 

よなか 

だろう、 と 気の 着いた 夜半に は、 むつく りと 起きて、 

こおどり あなた うち 

嬉し さに 雀躍 をし たんです が、 貴僧、 その 中の 一人 は、 



(夜中 何事です。 人 を 馬鹿にした。 奥 は 病気 だからお 

目に は懸れ ません。) 

と 云って 厭な 顔 をし ました。 夫人が 評判の 美人 だけ 

に、 校長さん は 大した 嫉妬深い という 事で ご 

三十 

あすこ 

「叔母が つくづく 意見 をし ました。 (はじめから 彼 家 

へ 行く と 聞いたら 遣る のじゃなかった —— 黙って おい 

で だから 何にも 知らずに 悪い 事 をした よ。 さき じ や 

おさななじみ 

幼馴染 だと 思います、 手毬 唄 を 聞く なぞ、 となお よく 



ない、 そんな 事が 世間へ 通る かい、) とこうです。 

母親の 友達 を 尋ねる に、 色気の 嫌疑 はお かしい、 と 

な あに こ あか 

聞いて 見る と、 何、 女の 児 はませ ています、 それに 紅 

い 手 絡で、 美しい 髪 なぞ 結って、 容づ くって いるから 

い おさなごころ 

可い 姉さん だ、 と 幼心に 思った のが、 二つ 違い、 一 

つ 上、 亡くなつ たのが 二つ 上で、 その 奥さん は 一 ッ上 

の だそう で、 行方の 知れな いのは、 分らない そうでし 

た。 

事が 面倒に なり ましてね、 その 夫人の 親里から、 叔 

母の 家へ 使が 来て、 娘 御 は 何も 唄なん か 御存じない 

そうで、 ええ、 世間体が ございま すから 以来 は、 と 苦 



リ 切つ て 帰りました。 

勿論 病気で も 何でもなかった そうです。 

一月ば かり 経って、 細かに、 いろいろと 手毬 唄、 子 

守 唄、 童 唄なん ぞ、 百 幾つと いう もの、 綺麗に 美しく、 

こまごま 

細々 とかいた、 文が 来ました。 

しまいへ、 紅で、 

—— 嫁入りの 果敢な さ を 唄いし が 唄の 中に も 沢山 

におわし まし 候 I 

と、 だけ 記して ありました。 …… 

唯今 も 大切に して 持って はいます が、 勿論、 その 中 

に、 私の 望みの、 母の 声の はありません。 



りと 着 崩して、 曰の 暮 方に は、 時々 薄暗い 門に 立って、 

なが しょん ぼリ たたず 

町から 見えます、 山の 方を視 めて は 悄然 \ィ ん でいた 

の だけ 幽に 覚えて いるんで すが、 人の 妾 だと も 云う 

し、 本妻 だと も 云う、 どこかの 藩 候の 落胤 だと も 云つ 

て、 ちっとも 素性が 分りません。 

かわ きりょう 

娘 は、 別に 異 つたこと もありません が、 容色 は 三人 

うち よ めさき 

の 中で 一番 佳かった そう 思う と、 今でも 目前に 見 

えま， t9 力 

その 娘です、 余所へ は 遊びに 来ました けれど、 誰も 

友達 を、 自分の 内へ 連れて行った 事はありません でし 

た。 



あや 

(菖 ちゃんお 遊びな) が 言えない から、 合図の 石 を かち 

かち 叩いて は、 その 家の 前 を 通った もんでした。 

あるばん 

それが ー晚、 真夜中に、 十 畳の 座敷 を 閉め切つ たま 

まで、 どこかへ 姿 を かくした そうで。 

丑年の 事 だから、 と 私が 唄 を 聞きた さに、 尋ねた 時 

分 …… 今から 何年 前だろう、 と 叔母が 指 を 折り まし 

しばらく 

た つ け …… 多年になります が。 」 

三十 一 

きもの 

「故郷で は、 未婚の 女が、 丑年の 丑の 日に、 衣 を 清め、 



ト むこうで も莞爾 しました …… 

わらじば かりゅう どてい 

そこへ 笠 を 深く かぶった、 草鞋 穿き の、 獵 人体の 

おおおとこ てっぽう つつさき あさぎ 

大漢 が、 鉄砲の 銃 先へ 浅葱の 小 旗 を 結えつ けたの を 

肩に して、 鉄の 鎖 を ずらり と曳 いたのに、 大熊を 一頭、 

のさの さと 曳 いて 出ました。 

まとも くつ みっつ じ 

山 を 上に 見て、 正 的に 町と 町が 附 ついた 三 辻の、 そ 

の附 根の 処を、 横に 切って、 左 角の 土蔵の 前から、 右 

よしず はりだし 

の 角が、 菓子屋の、 その 葦簀の 張 出まで、 わずか 二 間 

ばかりの 間 を 通つ たんです から、 のさり と 行く の も、 

ほんのし ばらく。 

せなか たたず おんな ち 

熊の 背 が、 \ィ んだ 婦人の 乳の あたり へ 、 黒雲の よ 



ふもと し よ うすい 

芽 峠の 麓で 見かけた、 炭 を 背負った 女 だの、 碓氷を 越 

す 時 汽車の 窓から ちらりと 見ました、 隧道 を 出て、 衝 

むすめ みやこ 

と 隧道 を 入る 間の 茶店に、 うしろ 向きの 女 だの、 都 

では 矢の ように 行 過ぎる 馬車の 中な どに、 それ か、 と 

思う の は 幾た び も 見かけた んで すが … … その 熊の 時の 

ほど、 印象の よく 明瞭に 今まで 残って るの は 無い ので 

内へ 帰って、 

(美しき 君の 姿 は、 

熊に 取られた。 

町の 角で、 町の 角で —— 



跛 ひき ひき 追え ど 及ばぬ。) 

もしゃ 手毬 唄の 中に、 こういうの は 無かった でしよ 

まびな か 

うか、 と 叔母に その 話 をす ると、 真 日中に そんな もの 

を視 て、 そんな こと を 云う 貴下 は、 身体が 弱い のです。 

きんぜい 

当分 外へ は 出て はなり ません、 と 外出 禁制。 

以前 は、 その 形で、 正真正銘の 熊の &、 と 海 を 渡つ 

て 売りに 来た ものが あるそう だけれ ど、 今時 は つ ぃぞ 

見 懸けぬ、 と 後での 話。 …… 」 

三十 二 



た まくらち と 

「日が 経って から、 叔母が 私の 枕許 で、 さまでに 思 詰 

めた ものなら、 保養 かたがた、 思う 処へ 旅行して、 そ 

の 唄 を 誰かに 聞け。 

(妹の 声 は 私 も 聞きたい。) 

と、 手函の 金子 を 授けました。 今もって 叔母が 貢い 

で くれ るんで す。 

国 を 出て、 足 かけ 五 年！ 

津々 浦々、 都、 村、 里、 どこ を 聞いても、 あこがれ 

さき 

る 唄 はない。 似た の はあって も、 その後 か、 その 前 か、 

中途 か、 あるいは その 空間 か、 どこかに 望みの 声が あ 

こども 

リ そうだな …… と 思う ばかり。 また 小児た ち も、 手毬 



待った 事 さえ あるんで す。 

ト この間 —— 名 も 嬉しい 常夏の 咲いた 霞 川と 云う 秋 

谷の 小川で、 綺麗な 手毬 を 拾いました。 

宰 八に 聞いた、 あの、 嘉吉 とか 云う 男に、 緑色の 珠 

つきあかり 

を 与えて、 月明の 村雨の 中 を 山路へ かかって、 

(ここ は どこの 細道 じ や、 

細道 じ や。 

天神 様の 細道 じ や、 

細道 じ や。) 

くちずさ 

と 童謡 を 口吟んで 通った と 云う だけで、 早 やその 声 

が 聞こえる ようで、」 



聞かねば 置かない。 

まよ い ま 

心の 迷 か 知れません が。 目の あたり 見ます、 怪し 

すご なんぴと 

さも、 凄 さも、 もしゃ、 それが 望みの 唄 を、 何人 かが 

暗示す るので あろう も 知れん、 と 思って、 こうその 口 

あんどう 

ずさんで 見 るんで す 行燈が 宙へ 浮きましょう。 

(美しき 君の 姿 は、 

もえぎ 

萌 黄の 蚊帳 を、 

蚊帳の まわり を、 姿 はなしに、 

あんど おもかげ 

遺る 行^の 俤 や。) 

勿論、 こんなので はありません。 または、 

(美しき 君の 毫は、 〔# 底本で は 冒頭に 「(」 な 



し〕 

前の 畑に 影 さして、 

棟の 草 も 露に 濡れつ つ、 

かつら かや や 

月の 桂が 茅屋に かかる。) …… 

ちっとも 似て はおらん のです。 屋根で 鵝鳥が 鳴く 時 

は、 波に 攫われる ので あろうと 思い、 板戸に 馬の 影が 

させば、 修羅道に 堕ちる か、 と 驚きながら も、 

(屋根で 鵝鳥の 鳴き 叫ぶ、 

こま 

板戸に 駒の 影が さす。) 

と、 現に も、 絶えず 耳に 聞きます けれど、 それ だと 

うなず 

心 は 頷 きません。 



いかなる 事 も 堪忍んで、 どうぞ その 唄 を 聞きたい、 

とこうして 参籠 をして いるんで すが、 祟 ならばよ し 

罪 は 厭わん、」 

しょうぜん 

と 激しく 言いつつ、 心づ いて、 悄然と して 僧 を 見た 

「ただ その、 手毬 を 取 返した の は、 唄 は 教えない、 と 

なさけ 

いう 宣告 じゃあな かろう か、 とそう 思う と 情ない。 

やち また 

ああ、 お 話が 八岐 になって、 手毬 は …… そうです。 

天井から 猫が 落ちます 以前、 私が 縁側へ 一 人で 坐って 

おしろい ずいき 

います 処へ、 あの 白粉の 花の 蔭から、 芋※ 〔# 「くさ か 

こども 

んむリ \ 更」、 221-3U の 葉 を 顔に 当てた 小児が 三人、 ちょ 

ろ ちょろと 出て 来て、 不思議 そうに 私 を 見ながら、 犬 



そば のぞきこ 

ころがな つくよう に 傍へ 寄る と、 縁側から 視 込んで、 

手毬 を 見つけて、 三人で うなずき 合って、 

(それ をお くれ。) と 言います。 

(お前 たちのか。) 

と 聞く と、 頭を掉 るから、 

(じ や、 小父さんの だ。) と言うと、 男が 毬を、 という 

調子に、 

(わ はは) と 笑って、 それなりに、 ちらちらと どこか 



もん まえ 

門前まで 来つ けえ がの。 

あの、 樹の 下の、 暗え 中へ 頭 突 込んだ と 思わつ せえ 

まし、 お前 様、 苦虫の 親 仁が 年 i もね え、 新造 子が 抱 

着かれた ように、 キヤ ァと 云う だ ご 

「どうしたんで すご 

「何 かまた、」 

と、 僧 も 夜具 包の 上から 伸 上って 顔 を 出した。 

あか はちまき 

宰八紅 顱卷を かなぐって、 

「こり や、 はい、 御坊 様 御免な せえ まし。 御 本家から 

も 宜しくで ござり やす。 いずれ 喜十郎 様お 目に 懸りま 

すだが、 まず 緩り と 休まつ しやり ましとよ。 



えら 遅くな つ て 済まん しねえ ご 

「何とも 御苦労、」 

いんぎん つむ リ 

と 僧 は 慇憝に 頭 を さげる。 

「その 人た ち は、 どうしたの かね。」 

と 明が 尋ねた。 

「はい、 それさ、 その キヤ ァ だから、 お前 様、 どうし 

た 仁 右衛門と、 云う と、 苦虫が、 面さ 渋く して、 (ああ、 

いや さき 

厭な もの を 見た。 おらが 鼻の 尖 を、 ひいら ひいら、 あ 

なまちら なが づら 

の 生白け た 芋の 葉の 長 面が、 二 タニタ 笑えながら 横に 

ひょうたん 

飛んだ。 精霊 棚の 瓢箪が、 ひとりでに ぼたり と 落ち 

いましめ や おら 

て も、 御 先祖の 戒 と は 思わね えで、 酒 も 留めね え 己 



つ る 

だけん ど、 それに ゃ蔓が 枯れた ちゅう 道理が ある。 風 

もね えに 芋の 葉が 宙を 歩行く わけ はねえ。 ああ、 厭 だ、 

総毛立つ、 内へ 帰って 夜具 を 被って、 ず ッしリ 汗で も 

取らね えで は、 煩いそう に 頭 も 重い。) 

と 縮む だね。 

いつも こども 

例 の 小児が 駆 出したろう、 とそう 言う と、 なお 悪い。 

たま 

あの 声 を 聞く と堪ら ねえ。 あれ、 あれ、 石 を 鳴らす の 

が、 谷 戸に 響く。 時刻 も 七ッじ や、 と 蒼くな つて、 風 

呂敷包 打 置いて、 ひょろひょろ 帰る だ。 

先生 様、 ではお 前 様、 その 重箱 を 提げて くれさつ せ 

え、 と 私が 頼む とね。 



(厭 だ、) と 云つ けい。 

(はてね、 なぜで がす。) 

ここ さ、 お客様の 前 だけん ど、 気に かけて 下せえ ま 

すなよ。 

(軍歌で もやるなら まだの 事、 子守 や 手毬 唄なん かひ 

やつ 

ねく る 様な 奴の、 弁当 持って 堪る もの か。) 

と 吐く でね え か。 

ともだち ばけもの 

奴 は 朋友に 聞いた、 と 云う だが、 いずれ 怪物 退治に 

来た 連中から だんべ い。 

こさ 

お客様 何でが すか、 お前 様、 子守唄 斿 えさつ しゃる 

かね。 袋戸棚の 障子へ、 書いた もの 貼つ とかつ しゃる 



の は、 もの、 それ かね ご 

明 は 恥じた る 色が あった。 

「こしらえる のじ やない、 聞いた の を 書き留めて 置く 

ん です。 数が あって 忘れる から、」 

「は あ、 私 はまた、 こんな 恐怖え 処に 落着いて いさつ 

しゃる お前 様 だ。 

おんてき はリ ごふう 

怨敵 退散の 貼御符 かと 思った が。 

何 か、 ハイ、 わけ は分ン ねえが ね、 悪く言つ たのが 

しゃく さわ 

グ ッと癩 に 障った で、 

(なら 可う がす、 客人の もの は 持って もれえ ますめえ 

が、 お前 様、 学校の 先生 様 だ。 可し、 私 あ ハイ、 何も 



教えち や もらわね えだで、 師匠 じ やねえ、 同士に 歩行 

ともだち 

くだら 朋達 だつ ぺ い。 蟹の 宰 八が 手ン ぼうの 助力 さつ 

せえ。) 

と 極め つけたさ。 

帽子の 下で 目 を 据えた よ。 

(貴様の ような 友達 は 持たん、 失敬な。) と 云って 引返 

したわ。 何 か 託け、 根 は 臆病で 遁げ ただよ。 見さつ 

せえ、 昏駄 天の ように 木の 下 を 駆 出し、 川べ りの 遠く 

へ 行く 仁 右衛門 親 仁 を、 

さ だくろう き 

と 茶番の 定九郎 を 極め や あがる。」 



その 夜に 限って 何事もなく、 静かに。 …… 寝ようと 

いう 時、 初夜 過ぎた。 

てしょく はる 

宰 八が 手燭に 送られて、 広縁 を 折 曲って、 遥かに 廻 

ふるさと 

廊を 通った 僧 は、 雨戸の 並木 を 越えた ようで、 故郷に 

は 蚊帳 を 釣って、 一 人 寂しく 友が 待つ 思，. が ある。 

「ここ かいご 

「それ を 左へ 開けさつ せえ まし、 入口の 板 敷から ニッ 

目の が、 男が 立って 遣る のでが す。 行 抜けに 北の 縁側 



丈夫 だ。 えら 茶話が もてて、 何度も 土瓶 を かわかした 

で、 入 かわって 私 もやら かします ベい に、 待って る だ 

よご 

僧 は 戸 を 開けながら、 と、 声をかけて、 

「御免 下さ いご 

と、 ぴたりと 閉めた。 

「あ、 あ、 気味の 悪 い。 誰に 挨拶 さっせる だ。 

南無阿弥陀仏、 南無阿弥陀仏。 はて、 急に 変な こと を 

考えた ぞ 〔# 「考えた ぞ」 は 底本で は 「考え だぞ 匕。 そこ 

さ 一 面の 障子の 破れ 靦 いたら 何が 見えべ い —— 

なんまい だ ろうそく 

南無阿弥陀仏、 ああ、 南無阿弥陀仏、 …… や あ、 蠟燭 



が ひらひら する、 どこから 風が 吹いて 来る だ。 これえ 

たち どころ 

消した が 最後、 立処に 六道の 辻に 迷 う だ て。 

なんまい だ 

南無阿弥陀仏、 御坊 様、 まだ かね ご 

「ちょ いと、」 

「ひや あ、」 

ころち 

僧 は 半ば 開いて、 中に 鼠の 法衣で 立ちつつ、 

「ちょいと 燭 を 見せて おくれ ご 

さき 

「ええ、 お前 様、 前 へ 戸 を 開けて お いてから 何 か 言わ つ 

しゃれば！ ^い。 板戸が 音声 を 発した か、 と 吃驚した だ、 

は あ、 何 だね ご 

ちょうず 

「入口の、 この 出窓の 下に、 手水 鉢が あつたの を、 入 



りしな に 見て おいた が、 広い ので 暗くて 分ら なくなり 

ました ご 

「ああ、 手、 洗わつ しゃる のかね、」 

と 手燭ば かり を、 ずい と 出して、 

「鉢 前に や、 夜が 明けたら 見さつ せえ まし、 大した 

からかね ひ 

唐 銅の 手水 鉢の、 この 邸さ曳 いて 来る 時分に 牛 一頭 か 

かった、 見事な のが ある けん ど、 今 開ける 気 はし まし 

ねえ。 ：：： 」 

ええ、 そ よら、 そ よらと 風 だ。 

そ、 その 鉢に や 水が あれば I いがね、 無くば 座敷 ま 

で我墁 さっせえ まし、 土瓶の 残 を 注け て 進ぜる ご 



尾長 蛆虫 成敗 ぞ する 

さかさま どなた 

「ここに 倒 に はって あるの は、 これ は 誰 方が お書き 

なすった、」 

なまいだ 

「 …… 南無阿弥陀仏、 南無阿弥陀仏 …… 」 

「ああ、 掛 いおて だ ご 

おおき 

と 大和 尚の ように 落着いて、 大く 言った が、 やがて 

あ .P 」： だ 

ちと 慌 しげに 小さな 坊 さまになって 急いで 出た。 

「ええ、 疾く 出さつ せえ、 私もう 押 堪えて、 座敷から 

庭へ 出て 用た すべ いご 

「ほんと に 誰が 書い たんだね、 女の手 だが、」 

と掛 手拭 を 賞め た 癖に、 薄汚れ た 畳んだ の を 自分の 



すえ ごし しわ づら 

けながら、 据 腰で 顔 を 見上げる、 と 皺 面ば かりが 燭の 

まっか 

影に 真 赤に なった。 —— この 赤 親 仁と、 青 坊主が、 廊 

さ ま ささや 

下 はずれに 物言う 状 は、 鬼が 囁 くに 異ならず。 

「ええ、 」 

「ど y J か 呻吟く ような 声が する よ。 」 

r 芸も ねえ、 威 かして どうさつ せる ご 

「聞きなさい、 それ …… 」 

「う う う 」 

と 厭な 声。 

「爺さん、 お前が 呻吟く のかい ご 

「いんね、」 



と 変な 顔色で、 鼻 をし かめ、 

うめき ごえ ご しん ぞ うな 

「ふん、 難産の 呻吟 声 だ。 は あ、 御 新 姐が 唸らし つけ 

え、 姑 獲 鳥に なって 鳴く だ あよ。 もの、 奥の 小 座敷の 

方で 聞え ベ いがね ご 

「奥 も 小 座敷 も 私 は 知らん が、 障子の 方で はない よう 

だ、 便所 かな、」 

「ひええ、 今、 お前 様 が^ら つした ばかりで ねえ かね、」 

「されば、」 

と 斜めに 聞 澄まして、 

「おお、 庭 だ、 庭 だ、 雨戸の 外 だ ご 

「は あ、」 



あざ あるく あと 

嘲け ると、 うんに や 足の裏が 血 だらけ じ や、 歩行と 痕 

がっく、 と 這いながら 云った ので —— ィャ その 音の 

おびた だ せな とびす が 

夥 しさ。 がらり と 閉め 棄 てに、 明の 背へ 飛鎚 つた。 

ま つ さき 

—— 真 先 へ 行燈 が、 坊 さまの 裾 〔# 「裾」 は 底本で は 「据匕 

あたり 宙を 歩行いて、 血 だらけ だ、 と 云う 苦虫が 馬の 

這 身、 竹槍が 後 を 圧え て、 暗がり を 蟹が 通る。 …… 広 

縁 を この 体 は、 さてさて 尋常 事で はない。 

やがて 座敷で 介抱して、 ようよう 正 気づく と、 仁 右 

あた リ みまわ くちごも 

衛門は 四辺 を 朐 し、 あまたた び 口籠りながら、 相 済み 

ましね え、 お客様、 御 出家、 宰八 此方に はなおの 事、 

ちかづき 

四十 年来の 知己が、 余り 気心 を 知らん ようで、 面目 も 



地が 急に 柔 かく、 ほんのりと 暖かに、 ふつく りと 綿 

を 踏んで、 下へ 沈みそう な 心 持。 他 i5 なく 膝 節の 崩れ 

るのに 驚いて、 足 を 見る、 と 白粉の 花の 上。 

と 思った がそれ は 遠い。 この ふつく りした 白い もの 

なむさん ぼう あおむ 

は、 南無 三宝 仰向けに 倒れた 女の 胸、 膨らむ 乳房の 

まんなか みぞおち ふ 

真中 あたり、 鳩尾 を、 土足で 蹈ん でい ようで ないか。 

すえ まなこ じつ 

仁 右衛門 ぶるぶる となり、 据 眼に 熟と 見た、 白い 

のん ど ざま 

咽喉 をのけ 様に、 苦痛に 反らして、 黒髪 を 乱した が、 

唇 を洩る 歯の 白 さ。 草に 鼻筋の 通った 顔 は、 忘れ もせ 

ぬ 鶴 谷の 嫁、 初産に 世 を 去った 御 新 姐で ある。 

あたま 

親 仁 は 天窓から 氷 を 浴びた。 



しゅう おんしつ たいさん 

「 衆怨悉 退散 、 」 

と 仰向けの まま 呪す と、 いくらか 心が 静まった と 見 

えて、 旅僧 はつい、 うとうと としたかと 思う と、 ぼた 

まくらち と 

り、 と 何 か 枕許へ 来たの が ある。 

あまだれ 

が、 雨垂 とも、 血 を 吸 膨れた 蚊が 一 ッ 倒れた 音と も、 

まだ 聞 定めないで 現 〔# ルビの 「うつつ」 は 底本で は 「う 

つ 匕 でい ると、 また ぼたり …… やがて、 ぼたぼたと 落 

ちた るが、 今度 は 確に 頰に かかった。 

てのひら な ひや 

やっと 冷たい のが 知れて、 掌 で 撫でる と、 冷リと 

する。 身震いして 少し 起き かけて、 旅僧 は 恐る恐る 

ともしび すか さいわい したたり 

燈 の 影に 透した が、 幸 に、 血の 点滴で はない。 



さて は 雨漏りと 思う 時 は、 蚊帳 を 伝って I 卞す るば 

そそ 

かり、 はら はらと 降り 灌ぐ。 

耳を澄ま すと、 屋根の 上 は 大雨で あるら しい。 

浮世に あらぬ 仮の 宿に も、 これほど 侘しい もの はな 

あまも リ たびな おやみ 

い。 けれども、 雨 漏に も 旅 馴れた 僧 は、 押 黙って 小 止 

を 待とうと 思った が、 ますます I 卞は繁 くな つて、 搔卷 

はねあが しぶき 

の 裾 あたり は、 びしょびしょ、 刎 上って 繁 吹が 立ち そ 

、つ。 

屋根で、 鵝鳥が 鳴いた 事 さえ あると 聞く。 家 ごと 霞 

川の 底に 沈んだ のでな かろう か。 …… トタンに 額 を 

打って、 鼻 頭に 浸んだ、 大粒な のに、 むつく と 起き、 



枕 を 取って 搔 遣りながら、 立 膝で、 じりり と 寄って、 

まく ねま さ 

肩まで 捲れた 寝 衣の 袖 を 引伸ばしながら、 

「もし、 大分 漏ります が、 もし 葉 越さん ご 

と 呼んだ が 答えぬ。 

めざと かざ すすき 

目敏そう な 人物が、 と 驚いて 手 を 翳す と、 薄の 穂 を 

ゆ 寸 7 いき 

揺るよう に、 すやすやと 呼吸が ある。 

「ああ、 よく 寝られた ご 

じつ まな じリ まつげ 

と 熟と 顔 を 見る と、 明の、 眦 の 切れた 睫毛の 濃い、 

おなじ 

目の 上に、 キラ キラと した 清い 玉 は、 同一 雨垂れに 濡 

れ たか、 あらず。 …… 

こしかた おんみ 

来方 は 我に も あり、 ただ 御身 は 髪 黒く、 顔 白き に、 



かしら あお つら おなじ みなしご 

我 は 頭 蒼く、 面の 黄なる のみ。 同一 世の 孤児よ、 と覚 

えず ほうり 落ちた 法師 自身の 同情の 涙の、 明の 夢に 届 

いたので ある。 

あ，. こ 1> 

四辺 を 見る と、 この 人目 覚めぬ も 道理 こそ。 雨の I 卞 

の、 糸の ごとく 乱れ かかる の は、 我が身 体ば かりで、 

よ のみお 

明の 床に は、 夜 を あさる 蚤 も 居らぬ。 

南無 三宝、 魔物の 唾 じ や。 

三十 九 

例の、 その 幻の 雨と は 悟った ものの、 見す見す ひや 



りと して 濡 るるの は、 笠な しに 山寺から 豆腐 買いに 里 

や たま 

へ 遣られた、 小僧の 時より 辛い ので、 堪 りかね て、 蚊 

帳の 裾 を 引 被いで 出た が、 さて どこ を 居所と も 定まら 

ぬ 一 夜の 宿。 

消えなん とする 旅籠 屋の 行燈 を、 時雨の 軒に 便る 心 

で。 

ともしび もと い ざ 

僧 は燈火 〔# 「燈 火」 は 底本で は 「灯燈 匕 の 許に 膝行り 

寄った。 

ねまき 

寝 衣 を 見る と、 どこも 露 ほど も 濡れて はおらぬ。 ま 

ず頰の あたりから 腕 を 拭こうと した ほどだった のに… 

…もとより 寝床に 雨 垂の音 は 無い。 



う も 知れぬ。 膝 を 払って 衝と 立って、 木の葉の はら は 

らと 揺れる に 連れて、 ぶるぶると 渠は 身震いした。 

「え へん！」 

もみつ ぶ かす せき 

と 揉 潰された ような 掠れた 咳して、 何 かに 目 を 転じ 

て、 心 を 移そうと したが、 風呂敷 包の、 御 経 を 取 出す 

間 も 遅し。 さすがに 心 着いた の は、 障子に 四 五 枚、 か 

り そめに 貼った 半紙で ある。 

これ はこ こへ 来てから の、 心覚えの 童謡 を、 明が 書 

ちょうせき なが 

留めて 朝夕に 且つ 吟じ 且つ 詠む る もの だ、 と 宵に 聞 

いた。 

まつ さキ J 

立った ままに 寄って 見る と、 真 先に 目に 着いた のが 



懐かし や、 花の 常夏、 

霞 川に 影が 流れた。 

おもかげ 

その 俤ゃ、 俤、 5 

紙 を 通して 障子の 彼方に、 ほの 白い その 俤が …… ど 

うやら 透いて 見える ようで、 固くなった 耳の 底で、 天 

はる. P 

の 高さ、 地の 厚さ を、 あらん 限り、 深く、 遥に、 星の 

ともしび おなじ あた リ こがね 

座 も、 竜宮の 燈 も 同 一 遠 さ、 と 思う 辺、 黄金の 鈴 を 

振る ごとく、 ただ 一声、 コロ リン、 と 琴が 響いた。 

はっと 半紙 を 見る と、 瞳へ チラ リ。 

n n リン！ 

と 字が 動いた よう。 続けて —— 



そこで、 この 男の 旅 姿 を 見た 時から、 ちゃんと 心づ 

しんせつ じじ もの 

もり をした そうで、 深切な 宰八 爺い は、 夜の 具と 一 所 

しょつ 

に、 机 を 背負て 来て くれた けれども、 それ は 使わない 

ほこ リ かな 

で、 床の間の 隅に、 埃 は 据えず 差 置いた。 心に 叶って 

逗留 もしょうなら、 用いて 書見 をなさい まし、 と 夜食 

の 時に 言って くれた。 

その 机 を、 今 ここへ。 

あ-こ リ み 

御厨 子 を 据えて、 さて どこへ 置 直そうと 四辺 を視た 

みこえ いた うな 

時、 蚊帳の 中で、 三 声ば かり、 太く 明が 魘された。 が 

…… 此方の 胸が 痛んだ ばかりで、 揺 起す まで もな く、 

幸 に また 静 になった。 



「そこで じ や、 客僧。 

わざわい 

たとい その 者の、 自 から 招く 禍 と は 言え、 月の た 

あやし あんどう 

ちまち 雲に 隠れて、 世の 暗くなる は怪 まず、 行 燈の火 

の 不意に 消 ゆるに 喚き、 天に 星の 飛ぶ を t 訝らず、 地に 

ぅリ な わざ 

瓜の 躍る に 絶叫す る 者 どもが、 われら 一 類が 為す 業に 

おび や きずつ そこな 

怯 かされて、 その 者、 心 を 破り、 気 を 傷け、 身 を 損 

さまたげ 

えば、 おのずから 引いて、 我等 修業の 妨 となり、 従 

さわり お ぢ 、- 

うて 罪の 障と なって、 実は 犬に 迷惑いた すご 

と、 やや 歎 息をする ようだった が、 更 めて、 また 言つ 

た。 

「時に、 この 邸に は、 当月 はじめつ 方から、 別に 逗留 



「少年 は 味うて、 天与の 霊泉と 舌鼓を打って おる。 

我ら、 いまし 少年の 魂に 命じて、 すなわち その 酒 を 

客僧に 勧め 飲まし むる 夢を見させた わ。 (ただ 一 」 1111 口 

みられよ、 爽な 涼しい 芳しい 酒の 味が する、) と 云 

おんみ ためら 

うに 因って、 客僧、 御身 はなお さら 猶予う、 手が 出ぬ 

わご 

とまた 微笑み、 

「毒味まで したれば、 と 少年 は、 ぐと 飲み 飲み、 無理 

に 勧める。 さまで は、 とうけて 恐る恐る 干す と、 やや 

くもん はんらん 

あって、 客僧、 御身 は 苦悶し、 煩 乱し、 七転八倒して 

黒き 血の かたまり を 吐く じ や ご 



まっさお 

客僧 は 色 真 蒼で ある。 

「驚いて 少年が 介抱す る。 が、 もう 叶わぬ、 臨終と い 

う 時、 

(われ は 僧な り、 身 を 殺して 仁 をな し 得れば 無上の 本 

懐、 君 その 素志 を 他に 求めて、 疾 くこの 恐し き 魔 所 を 

遁 れられ よ。) 

と 遺言す る。 これ ぞ、 われらの 跳 じ や。 

うな 

蚊帳の 中で、 少年の 魘された は、 この 夢を見た 時よ、 

な あ。 

たちの らち 

これなら ば 立 退く であろう、 と 思う と、 ああ、 埒ぁ 

かぬ。 客 11、 御身が K に 落 入る の を 見る、 と 涙 を 流し 



て、 共に 死のうと 決心した。 

つづら まもりがたな ふすま 

葛籠に 秘め 置く、 守 刀 を キラ リと 引抜く まで、 襖 

の 蔭から 見定めて、 

(ああ、 しばらく、) 

と 留めた は、 さて、 殺して は 相 済まぬ。 

これによ つて、 われら 守護す る 逗留客 は、 御 自分の 

方から、 この 邸 を 開いて、 もはや 余所へ 立 退く じ やが。 

じきじき ち おし 

その 以前、 直々 に 貴 面 を 得て、 客僧に 申 談 じた い 儀 

が あると 謂わる る。 

によしょう それがし 

客 は 女性で ござる に 因って、 一 応 拙者から 申入れ る。 

まかりいで 

ために これへ 罷 出た。 



草の葉に 露の 玉と 散った、 浅緑の 帯、 薄き 腰、 弱々 と 

糸の 艷に光 を 帯びて、 乳の あたり、 肩の あたり、 その 

あさき はだ かすか 

明りに、 朱鷺 色が、 浅葱が 透き、 膚の雪 も 幽 に 透く。 

黒髪 かけて、 襟 かけて、 月の I 卞 がかかった ような、 

すそ さば つま さ かろ 

裾 は 捌けず、 しっとりと 爪 尖き 軽く、 ものの 居て 腰 を 

捧げて 進む る ごとく、 底の 知れない 座敷 をう しろに、 

果なき 夜の 暗 さ を 引いた が、 歩行く ともなく 立 寄って、 

客僧に 近寄る 時、 いつの 間に か 襖が 開く と、 左右に 

雪洞が 二つ 並んで、 敷居 際に 差 向って、 女の 膝ば かり 

が 控えて 見える。 そのい ずれ かが 狗の 顔、 と 思い をめ 

ぐらす 暇 もない。 



たたず さし のぞ 

僧 は 前に \ィ ん だの を差視 くように 一 目 見て、 

「わ ッ、」 

ひれふ げ かんばせ 

とば かりに 平伏した。 実に こそ その 顔 は、 爛々 た 

しろがね まなこ なら まな じリ くま 

る 銀の 眼 一 双び、 眦 に 紫の 隈 暗く、 頰 骨の こけた 

おとがい くぼ か ね 

頤 蒼 味が かり、 浅葱に 窩んだ 唇 裂けて、 鉄漿 着けた 

ざくろ と きば か 

口、 柘榴の 舌、 耳の 根に は 針の ごとき 鋭き 牙 を 嚙んで 

いたので ある。 

四十 三 

あなた おど 

「おお、 自分の 顔 を 隠した さ。 貴僧 を 威す 心で はない、 



と 尋ねた が、 その 時 は ほぼ その 誰なる か を 知ってい 

るよう な 気がした ので ある。 

たお やめ つま すか 

美女 は 棲 を 深う 居直って、 蚊帳 を 透して 打 傾く。 

もえぎ きぬ 

萌 黄が 迫って、 その 衣の 色 を 薄く 包んだ。 

おつか ちかづき 

「この 方の、 母さんのお 知己、 明さん とも、 お 友達… 

〜」 

と 口 を 結んだ が 愁，. を 帯びた。 

此方 は、 じりじりと 膝 を 向けて、 

「ああ、 貴女が、」 

「あの、 それに 就きまして、 貴僧に お願いが ございま 

すが、 どうぞお 聞き 下さい まし。」 



ちしお 

の 血汐は 葉に 染めても、 秋の あの 字 も、 明さん の 名に 

I 憚 つ て 声に は 出 ませぬ。 

一 言 も 交わさずに、 ただ 御顔 を 見た ばかりで さえ、 

いとお からだ ひと 

最愛し さに 覚悟 も 弱る。 私 は 夫の ござんす 身体。 他の 

妻で ありながら も、 母さん をお 慕い 遊ばす、 そのお 心 

の 優し さが、 身に 染む時 は、 恋と なリ、 不義と なり、 

罪と なる。 

実の 産の 母御で さえ、 一 旦 この 世 を 去られし 上 は I 

I 幻に も 姿 を 見せ、 乳 を 呑ませた く 添 寝 もしたい 

こ いとし はばか リ 

我が 児 最惜む 心さえ、 天上で は 恋と なる、 その 忌憚で、 

御 遠慮 遊ばす。 



家中が 明くなる。 明さん も 思い直して、 また ここ を 

出て 旅行 立ち をなさい ます。 

早 や 今でも 沙汰 をす る、 この 邸の 不思議な 事が、 

界隈へ 拡がり ますと、 —— 近い 処の、 別荘に あの、 お 

一 方 …… 」 

四十 四 

やま い 

「病の 後の 保養に 来て おいでな さいます、 それ は そ 

よ そ おんな 

れは 美しい、 余所の 婦人が、 気軽な 腰元の 勧める まま、 

つれづれ 

徒然の 慰みに、 あの 宰八を 内証で 呼んで、 (鶴 谷の 邸の 



妖怪変化 は、 皆 私が 手伝いの 人と 一 所に、 憂 晴らしに 

あそび たんと 

したいた ずら 遊戯、 聞けば、 怪我人 も 沢山 出来、 嘉吉 

とやら 気が 違った の も あるそう な、 つい 心ない、 気の 

みんな 

毒な、 皆の 手当 をよ くす るよう に。) …… 

しろがね こがね たんと 

と 白銀 黄金 を 沢山 授ける。 

うわさ たち 

さあ、 この 事が 世に 聞え て、 ぱっと 風説の 立ます た 

め、 病人 は 心が 引 立ち、 気の 狂った の も 安心して 治り 

のが おくがた 

ますが、 免れられぬ 因縁で、 その 令室の 夫と いうが、 

旅行 さきの 海から 帰って、 その 風聞 を 耳に します と I 

I これが 世に も 恐ろしい、 嫉妬深い 男で ござんす。 I 



なって、 聞こえぬ 耳に 調 を 通わす、 幽に 触る 手と 手 

の 指 は、 五 ッと五 ッと打 合って、 水晶の 玉の 擦れる 音、 

わなな もすそ ひざ 

戦く 裳と、 震える 膝 は、 漂う 雲に 乗る 心地。 

ああ これ こそ、 我が 母君 …… と鎚り 寄れば、 乳房に 

力ろ カレな た ゆ 

重く、 胸に 軽く、 手に 柔 かく 腕 に 橈く、 女 は 我 を 忘れ 

て、 抱く II 

わが こ め し ひとつや 

我児危 い、 目 盲いた か。 罪に 落つ る 谷底の 孤 家の 灯 

たど 

とも 迪れ よ。 と 実の 母君の 大空から、 指さした まう 星 

いなずま ひら の 

の 光 は、 電 となって 壁に 閃めき、 分れよ、 退けよ、 

とおつ しゃる 声 は、 とどろに 棟に 鳴 渡り、 涙 は 降って 

なさけ そそ 

雨と なる、 晴 の 露 は 樹に灌 ぎ、 石に 灌ぎ、 草 さえ 受け 



あさひ る リ こんじょう くれない しずく 

て、 暁の 旭の 影に は 瑠璃、 紺青、 紅の I 卞 ともなる 

ちの を。 

おそろ す さま 

罪の 世の 御 二人に は、 ただ 可 恐し く、 凄じ さに、 か 

えって 一層、 ひしひしと 身 を 寄せる。 

その あわれ さに 堪えかねて、 今 ほど も 申しました、 

こ のり おきて 

児 を 思う さえ 恋と なる、 天上の 規を 越えて、 捉を 破つ 

たかどの らんかん 

て、 母君が、 雲の上の 高楼の、 玉の 欄干に さしかわす、 

桂の 枝 を 引 寄せて、 それに 鎚 つて 御殿の 外へ。 

うか 

空に 浮んだ おから だが、 下界から 見る 月の 中から、 

さかさま 

この 世へ 下りる 間に は、 雲が 倒 に 百 千万 千、 一億 万 

丈の 滝と なって、 ただ どうどうと 底知れぬ 下界の 霄へ 



落ちて いる。 あの、 その上 を、 ただ 一条、 霞の ような 

おす そ た わ わ ひとえ だ あぶな 

御 裳で も、 橈に 揺れる 一枝の 桂 をた よりにな さる 危 

さ。 

じょうろう 

お ともだちの 上臈た ちが、 ふと 一 人 見 着ける と、 に 

ね とど たち 

わかに 天 楽の 音 を 留めて、 はら はらと 立 かかって、 上 

へ 桂 を 繰り上げる。 引 留められて、 御 姿が、 またもと 

T J うが い 

の、 月の 前へ、 薄色のお 召 物で、 笄 が キラ キラと、 

星に 映つ て 見えましょう。 

やみ 

座敷で 暗から 不意に それ を。 明さん は、 手 を 取合つ 

あだ おんな ふすま だいぐ れん 

たは 仇し 婦、 と 気が 着く と、 襖 も 壁 も、 大 紅蓮。 

ついい むしろ くちな わ とかげ ま 

跪 居る 畳 は 針の 筵。 袖に は 蛇 、 膝に は 蜥蜴、 目の 



あたり さま ぞ つ 

前 見る 地獄の 状に、 五体 はたち まち 氷と なって、 慄然 

として 身 を 退きましょう。 が、 もう その 時 は 婦人の 一 

念、 大 鉄槌で 砕かれても、 引 寄せた 手 を 離しましょう 

ゝ o 

力 

おも い 

胸の 思 は 火と なって、 上手が 書いた 金銀 ぢ らしの 

にしきえ かざ おもて か つ ごふん 

錦絵 を、 炎に 翳して 見る ような、 面も赫 と、 胡 粉に 注 

えんじ めもと くれない 

いだ 臓 脂の 目許に、 紅 の 涙 を 落す を 見れば、 また こ 

おそれ は じ ひとはだ 

の 恋も棄 てられず。 恐怖と、 恥羞に 震う 身 は、 人膚の 

温か さ、 唇の 燃 ゆるさえ、 清く 涼しい 月の 前の 母君の 

有様に、 懐し さが 劣らず なって、 振 切り もせず、 また 

猶予う。 



つぼみ かいな 

に、 魔界 はしかり や、 紅梅の 大 いなる 荅 と搔 撫でな が 

たもと しらは たす き 

ら、 袂 のさき を 白 歯で 含む と、 ふりが、 はらり と櫸 

にか かる。 

ろう えみ うっとり 

藤た けた 笑、 恍惚して、 

きま リ 

「まあ、 私ば かり 極が 悪い、 皆さん も 来て おつきでな 

、ゝ o 一 

レ 力 」 

ききょう かる かや うつく はぎ 

蚊帳 を はら はら 取 巻いた は、 桔梗 刈萱、 美し や、 萩 

女郎花、 優し や、 鈴虫、 松虫の —— 声々 に、 

(向う の 小 沢に 蛇が 立って、 

はちまん むすめ 

八幡 長者のお と 女、 

よくも 立ったり、 企んだり、 



手に は 二 本の 珠を 持ち、 

足に は 黄金の く つ を 穿き …… ) 

ふすま 

壁 も 襖 も、 もみじした、 座敷 はさながら 手毬の 錦 I 

こ あんどう めぐ くれない 

I 落ちた 木の葉 も、 ばらばらと、 行 燈を繞 つて 操る 紅 。 

中 を 縢って 雪の 散る の は、 幾つと も 知れぬ 女の手と 手。 

その 手先が、 心なし にち よいちよ い 触る と、 僧の 手首 

おのずから おどりあが 

が 自然 はたはたと 躍 上 つた。 

(京へ のぼせて 狂言 させて、 

寺へ のぼせて 〔# 「のぼせて」 は 底本で は 「の 

ぼせ た 匕 手 習 させて、 

寺の 和尚が 道楽 和尚で、 



高い 縁から 突 落されて、) 

と衝と 投げ上げて、 トンと 落して、 高く ついた。 

ふるさと ねはんえ はだ たもと 

待てよ。 古郷の 涅槃 会に は、 膚に 抱き、 抉に 捧げて、 

町方の 娘た ち、 一人が 三 ッニッ 手毬 を 携え、 同じよう 

つき くら ならい わか 

に 着飾って、 山寺へ 来て 突 競 を 戯れる 習慣が ある。 少 

はばか かねつき のぞ あそび み と 

い 男 は 憚って、 鐘撞堂から 視 きつつ その 遊戯に 見惚 

おおでら たそがれ はるか 

れ たが …… 巨刹の 黄昏に、 大勢の 娘の 姿が、 遥に 壁に 

かか ねはん おなじ さま 

掛 つた、 極彩色の 涅槃の 絵と、 同一 状に、 一幅の 中へ 

うしろ いはいどう 

縮まった 景色の 時、 本堂の 背後、 位牌堂の 暗い 畳 廊下 

うつくし 

から、 一人 水際立った 妖艷 いのが、 突き はせ ず、 手 鞠 

を 袖に 抱いた まま、 すらすらと 出て、 卵塔場 を 隔てた 



きちょう まど 

几帳 窓の 前 を 通る、 と 見る と、 もう 誰の 蔭に なった か 

ひとかず 

人数に 紛れて しまった。 それ だ、 この 人 は、 いや、 そ 

の 時と 寸分 違わぬ —— 

さま 

と 僧 は 心に —— 大方 明 も 鐘撞堂から、 この 状 を、 今 

視め ている 夢であろう。 何 かの 拍子に、 その 鐘が 鳴る 

と 目が 覚めよう、 と 思う 内 

みじろ たお やめ ぴん おく 

身 動ぎ に、 この美 女の 鬢の 後れ毛、 さらさらと 頰に 

力 力 ま 

掛 ると、 その 影 やらん 薄曇りに、 目ぶ ちの あたりに 寂 

しくな リぬ。 

こうがい こまくら 

( 笄 落し 小 枕 落し …… ) 

と 綾に 取る、 と 根が 揺らいで、 さっと 黒髪が 肩に 乱 



ことば 

天宫、 ここ は 地獄、 言と いって は 交わされない。 

美しき 夢見る お 方、」 

まし あいじゃく 

あれ、 かしこに 母君 在ます ぞゃ。 愛惜 の 一 念の みは、 

魔界の 塵に も 曇り はせ ねば、 我が 袖、 鏡と 御覧 ぜょ。 

しずく おんな さけ 

今、 この 瞳に 宿れる I 卞は、 母君の 御 情の 露 を 取次ぎ 

ち したたり たもと さしう つむ 

参らす る、 乳の 滴 ぞ、 と 抉 を 傾け、 差 寄せて、 差 俯 

き、 はら はらと 落涙して、 

おさなご 

「まあ、 稚児の 昔に かえって、 乳 を 求めて、 …… あれ、 

目 を覚す 」 

おんそう 

さらば、 さらば、 御 僧。 この 人 夢の 覚めぬ 間に、 と 

片手 をつ いて、 わかれの 会釈。 



ト 玄関から、 庭前 かけて、 わ やわ や ざわざわ、 物音、 

人声。 

目 を 擦り、 目を睜 り、 目 を 拭いい る 客僧に 立 別れて、 

しずしず いぬ さき 

やがて 静々 —— 狗の 顔した 腰元が、 ばた ばた と 前へ 立 

ち、 炎 燃 ゆ、 と緋 のちら めく 袖口で 音な く 開けた —— 

雨戸に 鏤む 星の 首途。 十四日の 月の 有 明に、 片頰を 

と リなリ つぼみ 

見せた 風采 は、 薄雲の 下に 朝顔の 荅 の 解けた 風情して、 

うしろ 髪、 打 揺ぎ、 一 たび 蚊帳 を 振 返る。 

「や あ、」 

と、 蚊帳 を 払って、 明が 飜 然と 飛んで 鎚 つた。 II 

おし も さき 

抉 を 支える 旅僧と、 押 揉む 二人の 目の前へ、 この 時 



へ さき さ つ おしろい こ 

舳を 颯と 乗 上げて、 白粉の 花 越しに、 すらすらと 漕い 

たお やめ きちょう 

で 通る。 大 魔の 袖 や 帆と なり けん、 美女 は 船の 几帳に 

かくれて、 

(ここ は どこの 細道 じ や、 

細道 じ や、 

天神 様の 細道 じ や、 

細道 じ や、 

少し 通して 下さん せ …… ) 

最切 めて 懐し く 聞 ゆ、 とすれば、 樹立の 茂に 哄と 

風、 木の葉、 緑の 瀬 を 早み …… 横雲が、 あの、 横雲が。 

明治 四十 一 ( 一 九 〇 八) 年 一 月 
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